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【要 旨】
1923年に実施した大阪市でのコドモ博覧会とこども愛護デー等の活動内容を解明し、これらの活
動を体験した子どもを持つ親を含む一般市民や、その活動を新聞で読んだ一般読者が、児童愛護に
関するどのような内容の啓蒙を受けたかを分析した。
コドモ博覧会では、最新の科学的な育児、栄養などの重要性を、多数の大阪市民に啓蒙し、１つ
の社会現象を起こす効果が理解できた。また、乳児の死亡率問題などの新聞記事からは、母親が健
康な子どもを産む権利や子どもが健康に育つ権利を、国と市が保障する必要性を普及し、科学的根
拠に基づく栄養素を含んだ家庭料理を提供することが子どもの健康にとって重要であることなどを
啓蒙したことが理解できた。
こども愛護デーでは、14の活動がほぼ実施され、児童愛護の精神を、映像などを交えながら、商
業資本他の協力を得て一般市民に宣伝し、講演会や新聞報道等により教育的な啓蒙や児童保護施設
の開設等を要望する運動になったと理解できた。また、新聞記事からは、離乳期の育児に関する医
学的な根拠と最新の育児法などを学び、童話は単なる娯楽ではなく、子どもに創造力と希望を与え
る教育的、文化的な娯楽であることに気付かせ、子どもが自由に遊ぶ権利を保障する児童遊園等の
設置を提案し、公立の歯科診療所の開設を求める意識を触発した効果が理解できた。さらに、こど
も愛護デーの運動は、社会改革運動の１つと位置付け、全国的な組織をつくり、児童愛護を旗印に
して社会改革運動を目指すという認識も理解できた。
【キーワード】
児童愛護デー、子どもの権利、児童福祉史
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Activities of Children's Exposition and Child Care Day
in Osaka-City in 1923
【Abstract】
This paper reveals activities of Children’s Exposition and Child Care Day in Osaka-City in
1923 and analyzes how child care activities enlightened some people. They were parents whose
children experienced the activities or readers of the newspaper articles about the activities.
Children’s Exposition made many Osaka citizens understand the importance of the latest
scientific child care or nutrition, and it caused a social phenomenon. The articles about infant
mortality problems showed that the government and the city had to guarantee maternal and
child rights. Maternal rights were to give birth to healthy children and child ones were to grow
healthy. To the people, the articles also revealed the importance of providing household dishes
for children’s health. And these household dishes had nutrients based on scientific evidence.
In Child Care Day, nearly conducted 14 activities advertised the spirit of child care to the
general public using images or with the cooperation of commercial capital. Newspaper
coverage or some lectures led to educational awareness activities of child care and to request for
opening child care facilities. From newspaper articles, the public learned the latest parenting
method for infants in weaning based on scientific evidence. The articles made the public know
fairy tales were not just entertainment but educational and cultural one and propose setting up
a public dental office and a child playground where a child is guaranteed the right to play freely.
It is understood that Child Care Day activities could be regarded as a social movement, making
a national organization and aim for a social reform movement with a child’s care as a banner.
【Keywords】
Child Care Day, children's rights, child welfare history.
はじめに
本稿は、大正デモクラシーという新しい潮流を背景に、1921（大正10）年４月24日に日本幼稚園
協会の呼びかけにより各地の幼稚園で実施した児童保護宣伝が、その後全国的な児童愛護デーの運
動に発展していく実態などを解明する研究の一環で実施する。そして、前稿では、1921年から1922
（同11）年にかけて全国各地で実施された児童愛護デーの運動の実態などを解明したので１）、本稿か
らはそれに続く1923（同12）年の全国的な運動の実態などを明らかにする。ただし、紙面の関係も
あり、今回は先の全国的な運動の中の大阪市でのコドモ博覧会とこども愛護デーなどの活動実態に
焦点化して分析を進めていくことにする。大阪市は、1921年に児童愛護デーの運動が発祥した地の
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１つで、同運動も３回目となり一般市民の間に定着しつつあったとみられ、そのような状況の中で
どのような活動が実施されたかを解明していくことにする。
また、この運動は、日本で最初に子どもの存在そのもの重要性を主張した全国規模の運動であっ
たと理解でき、その意味で先の大阪市での運動（活動）内容の分析から、日本の民衆レベルにおけ
る子どもの権利保障の意識（考え方）形成の萌芽の１例が確認できると仮定し、その点も検証して
いくことにする。つまり、筆者の研究では、大正期後半に登場した児童愛護デーの全国的な運動が、
日本の無名の民衆が担ったもので、その無名（匿名）の民衆が子どもの権利保障の考え方（価値観）
をどのように形成したかを明らかにすることが最終目的である。また、この考え方（価値観）の萌
芽は、彼ら自身の実践を通し認識としての考え（価値観が形成される以前の価値を直感すること=
価値感）を獲得し、かつ児童愛護デーの全国的な運動自身が民衆の考え（価値感）に変化を与える
という２つの作用が内在していたと仮定でき、その点に焦点化した歴史研究を実施したいと考えて
いる。その理由は，歴史研究を通して，民衆自身の実践的体験が彼自身の子どもの権利保障などの
価値観形成の出発点（価値感）になり、さらに、民衆による実践が他の民衆自身の子どもの権利保
障などの価値感の形成に直接的な影響を与えたことを証明したいからである。そして、このような
民衆（生活者）が日常的な活動や生活の展開の中で形成した実践的価値感の形成過程を解明する歴
史研究を実践史研究とし、ある時期に起こった非日常的な活動（運動）の展開過程の中で形成した
実践的価値感を解明する歴史研究を実践史研究の中の運動史研究に分類し、研究に取り組んでいく
ことにする。ただし、そのためには、これを裏付けるだけの根拠資料が必要になるが、そのような
資料は非常に少ないことを付け加えておかねばならない。
そこで、このような筆者の研究課題を一歩でも前に進めるため、本稿では，後者の運動史研究の
立場から、1923年に実施された児童愛護デーの全国的な運動の中の大阪市での活動実態を解明し、
民衆自身の子どもの権利保障などの価値感の形成過程に迫っていくことにする。そのためには、同
市でのコドモ博覧会とこども愛護デーなどの活動内容に関する詳細な事実をできるだけ多く提示
し、この活動の当事者の主張（目的）や活動内容の具体的実態を解明し、個々の活動が一般民衆（市
民）の意識（価値感）の形成にどのような効果（実践的効果）を与えたかを分析していくことが必
要になる。そして、先の効果（実践的効果）の解明作業を通して、大阪市での活動内容の中に、日
本における子どもの権利保障の萌芽が内包されていたかどうかの有無の検証に迫っていくことにす
る。特に、本稿では、活動の当事者の主張（目的）に関係する根拠資料として新聞記事が複数確認
できるので、その記事から（実践的効果そのものは明らかにできないが）外形的な効果の内容を分
析していくことにする。また、このような記事は、当事者の主張（目的）を見極めるために重要な
根拠資料になりうるため、全文を紹介しながら分析していくことにする。
さらに、前稿では、1921年から1922年にかけて全国的に実施された児童愛護デーの運動の実態を
解明し、個々の活動の実践的効果とその歴史的役割に関する筆者の理解をまとめたので、本稿では
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その結果を踏まえつつ、解明していくことにする。前報の結果をごく簡単に要約すると、1921年か
ら1922年にかけて全国的に実施された児童愛護デーの運動は、1921年に２府３県５市３町で実施し、
約１年後の1922年５月から６月には３府16県１郡27市10町２村へと大幅に拡大し、日本で最初の全
国的な規模の啓蒙運動に発展し、全ての子どもを大切に養育する子ども中心主義の主張を宣伝、啓
蒙したことが確認できた。特に、大阪市の児童愛護デーの活動では，全ての子どもの幸福と発達を
保障することが人間社会の普遍的な役割の１つと認識するまでに到達し、日本における子どもの権
利保障の先駆けとなる要素を含んだ運動になりつつあったことも理解できた。また、この２年間の
運動の特徴は、児童関係等の多数の団体が集まり、児童愛護連盟を設立して活動する形態が、各種
の活動を大々的に実施して、一般市民への宣伝と啓蒙が量的にも質的にも充実し、今後も児童愛護
デーを含めた運動を継続的，長期的に実践していく条件を有すると判断できた。つまり、児童愛護
連盟を設立した岡山市では17活動を、神戸市と名古屋市でも15活動を実施し、大阪市、京都市、大
分市でも13活動から９活動を実施したため、市内が児童愛護デー一色に染まるような社会現象が出
現した市も現れるなど、京阪神、東海、中四国地区の大都市などを中心に、一般市民に高い宣伝と
啓蒙の効果があり、今後も継続的な運動が展開されると理解できたからであった。
１、大阪時事新報社主催のコドモ博覧会の活動内容とその効果
1923年の大阪市では、４月１日から４月27日まで、大阪時事新報社主催のコドモ博覧会が開催さ
れ、同時期の４月14日、15日に大阪児童愛護連盟主催のこども愛護デー２）が実施され、かつ同博覧
会でも４月22日に子供デーを催すなど、この時期に児童愛護関係の活動（行事）が複数実施されて
いたことが地元の各新聞社の記事３）から確認できるので、そのような複数の活動の全体が児童愛護
デーの運動と認識して解明していくことにする。そこで、まずコドモ博覧会の活動内容とその効果
からまとめていくことにする。
１）コドモ博覧会の活動内容
大阪時事新報社主催のコドモ博覧会は、４月１日から４月27日までの27日間、大阪府、大阪市、
大阪歯科大学の後援を得て、大阪白木屋呉服店（以下白木屋）の４階と８階を中心に開催された。
白木屋の門前には大きなアーチが設置され、①４階には黄、桃、赤、黒の４色で飾った「竜宮城」
のような空間に、㋐子どもを楽しませる玩具、絵画、手工品や母親の参考になる育児書、㋑乳児死
亡率と交通事故の調査統計、㋒児童の運動具や子ども服などが展示されていた。さらに、㋓近畿地
方の教育家や児童研究家への質問状を基に選定した多数の良書と不良少年の所持している不良書、
㋔矢野雄医学博士に依頼して作成した児童の栄養食と大阪割烹学校が料理したその実物、㋕国立栄
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養研究所の村井政善の研究による「良き兒童の辨當」と「不良な辨當」の献立と実物弁当、㋖全国
の児童から応募のあったクレヨン画が数百点、㋗大阪市の山桝儀重視学が欧米から持ち帰った子ど
もに関する各種の芸術品の小写真150点と児童保護宣伝ポスター数十点などであった。
また、②８階には、子ども楽園のよう百花繚乱の「コドモ花園」、小鳥小獣を数百種集めた「コド
モ動物園」、各種の運動具を備え自由で安全に遊べる「コドモ運動場」を設けた。一般市民からの出
品を募集し、コドモ博覧会事務所への送付等を求めたところ、米国から持ち帰った大きな積み木の
出品があり、それも展示された。さらに、③愛国婦人会大阪支部で実施している児童健康相談所と
同じものを、白木屋３階の日本間に再現し、女医の井上ます子、萬里小路等が、４月３日より毎日
午後１時から閉場まで無料で相談に応じ、育児に関する指導をすることにした。
そして、４月１日は、午前10時30分から白木屋７階の余興室で開会式が実施され、井上高哉大阪
府知事、池上四郎大阪市長の挨拶などがあり、最後に、大阪市の社会施設の活動などにより淪落の
人々（落ちこぼれた人々）が成功する「美はしき収穫」（大阪市民館考案）という活動写真が上映さ
れた。
このため、４月１日の入場者は35,156人、２日は20,304人、３日は祭日のため午後１時までに
33,000人が来場した。３日から始まった児童健康相談は、井上ます子女医が看護婦を連れて出張し
て乳幼児の診察を行った。その他３日には、④７階で余興が開催され、午前中は活動写真、午後は
アカネ学院の児童童謡大会が開催され、いずれも満員となり、４日の活動写真ニコニコ大会も、午
前11時、午後１時、同３時の３回開催した。さらに、⑤白木屋の食堂では、藤原医学博士と諏訪医
学博士の指導を受けて「コドモの榮養保健食」を陳列しただけでなく、それの販売も実施された。
そして、８日日曜日の入場者は、41,219人に達し、１つの社会現象を起こすような勢いが確認で
き、④７階での余興は楽浪園の藤井、清水他の童謡独唱、阪神コドモ会の童謡ダンスが上演され、
11日はコドモに関する滑稽な教育活動写真を午前午後各３回上映していた。さらに、⑥10日と11日
は、午後１時より中之島公会堂で大阪時事新報社主催のコドモ大会が開催され、久留島武彦のお伽
講演、市内小学校児童の合唱、教育活動写真「さすらひの少女」全３巻が上映され、野口雨情作詞
の歌も流れた。
このように、大阪時事新報社主催のコドモ博覧会は、白木屋の①４階で子どもに関する最新の科
学的な育児、図書、栄養食、芸術作品などに関する知識や具体例を展示することにより、子どもを
持つ親を含む一般市民へ科学的な子育ての重要性の啓蒙を図っていた。また、②８階では、「コドモ
花園」他を開設し、子ども自身が直接植物や動物に触れながら実物から体験的に学び新鮮な興味を
引き出す場や、最新の運動用具を使って遊べる空間を用意し、主役である子どもに体験的で、非日
常的な文化的娯楽の場を提供していた。そして、③３階の日本間で実施された愛国婦人会大阪支部
による児童健康相談所は、無料での乳幼児の健康診断と予防活動や育児指導の場になっていた。さ
らに、④７階での余興は、童謡童話大会、活動写真ニコニコ大会など、こちらも子どものために健
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全で文化的、教育的な娯楽の提供を実施していた。⑤食堂での子どもの栄養保健食の展示と販売は、
子どもの健康の源である食事を最新の科学的な栄養基準に基づく献立として提示し、その販売によ
り栄養保健食の啓蒙と普及が図られると共に、それが結果的に商業資本の利益に結びつくことに
なった。⑥中之島公会堂でのコドモ大会は、久留島武彦のお伽話講演と市内小学校児童の合唱や教
育活動写真の上映であったため、子どもに健全で文化的、教育的な娯楽の提供と親や一般市民に子
どもの成長を直接啓蒙したとみる。そして、先のような子どもに関する最新の科学的な育児、栄養
の展示や子どもへの健全で文化的、教育的な娯楽提供の場に、子どもを持つ親を含む多数の大阪市
民が来場し、１つの社会現象を起こす勢いとなり、子どもが大切な存在であるという子ども中心主
義（児童愛護）の考え（価値感）を一層啓蒙し普及する効果があったと理解できた。
このため、コドモ博覧会の内容は、これまで解明して来た児童愛護デーの活動と、その方法や内
容において一致する側面が多いことが理解でき、今回のコドモ博覧会も児童愛護デーの運動の１つ
に含めても良いと判断した。ただし、最も大きな相違点は、意思ある市民などの主催でなく、新聞
社の主催で、大阪の大商業資本が集客目的で店舗の一部を提供し、開催期間が27日間と長期間で、
新聞社や大商業資本側の宣伝や利益誘導を前提とした社会貢献であったと理解できた点である。
そして、今回のコドモ博覧会は、大阪時事新報社の主催で実施されたため、⑦『同新報』にその
内容が準備の段階から連日のように報道され、同博覧会の詳細な内容と実際の活動状況が確認でき、
前述してきた全ての事実が『同新報』からの引用であった。その引用記事の見出しと日付（掲載頁）
および写真名を紹介すると次のようになった。「兒童に讀ませて良い本……」とコドモ博覧会のポ
スターの写真（３月30日、２頁）、「四月一日から二十七日まで」（３月31日、２頁）、「日本では初め
て觀せる……」とアメリカの積木細工の写真（４月１日、２頁）、「お待ちかねのコドモ博覧会は……」
と「コドモハクランクワイガヒラカレマシタ」と題し、大阪府知事などが展示物を観覧している写
真（４月２日、７頁）、「乳兒小兒を連れた……」（４月４日、２頁）、「コドモ大会の呼びもの……」
（４月10日、４頁）、「開會以来の大盛況」（同左）、「童謡映画」（４月12日、５頁）である（後半は本
稿247頁に記載）。
このように、大阪時事新報社主催のコドモ博覧会は、①4階の「竜宮城」のような空間には、㋐子
どもの玩具や育児書、㋑乳児死亡率等の調査統計、㋒児童の運動具などの展示、㋓教育家等が選定
した良書と不良書、㋔矢野雄医学博士などによる児童の栄養食とその実物、㋕国立栄養研究所の「良
き兒童の辨當」と「不良な辨當」の献立と実物弁当、㋖全国の児童のクレヨン画、㋗山桝儀重視学
が米国から持ち帰った小写真と児童保護宣伝ポスターなどが紹介されたため、最新の科学的な育児、
栄養の展示や子どもへの健全で文化的、教育的な娯楽を長期間提供し、子どもを持つ親を含む多数
の大阪市民が来場したため、彼らへの啓蒙と普及の効果は非常に大きく、一つの社会現象になって
いたと理解できた。
そこで次に、先の「啓蒙と普及の効果」の内容を解明していくことが必要であり、その実践的効
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果そのものを明らかにする資料は手元になく、活動の当事者の主張（目的）に関係する新聞記事が
『大阪時事新報』に複数掲載されていたので、その記事から外形的な効果の内容を分析していくこと
にする。つまり、『大阪時事新報』に掲載された複数の記事を通して、「子どもを持つ親を含む多数
の大阪市民」が「最新の科学的な育児、栄養の展示や子どもへの健全で文化的、教育的な娯楽の長
期間の提供」により受けた、外形的な啓蒙や普及の効果とはどのような内容かを解明することであ
る。
２）コドモ博覧会と『大阪時事新報』の記事の効果
『大阪時事新報』の複数の記事から、「子どもを持つ親を含む多数の大阪市民」が「最新の科学的
な育児、栄養の展示や子どもへの健全で文化的、教育的な娯楽の長期間の提供」により受けた、外
形的な内容の啓蒙や普及の効果を解明するには、『同新報』に掲載された同博覧会の展示内容等に関
する記事がこれに該当し、特に、展示内容に関する最新の情報を医学博士等が解説した論文等が、
来場者を啓蒙した可能性が高いと言える。また、来場者は、コドモ博覧会での体験から、同博覧会
の展示内容等に関連する新聞記事に興味を持ち、さらに啓蒙を深めたとみられ、以下ではこれらに
該当する新聞記事をそのまま紹介し、啓蒙や普及の効果の外形的な内容を分析していくことにする。
その他、同博覧会には行かなかったが、『大阪時事新報』の当該記事を読んで啓蒙された一般読者も
いたとみられ、このような一般読者も視野に入れておくことにする。
そして、ここで取り上げる新聞記事は、①大阪市の乳児死亡率の現状とその病名および当時の最
新の母子保健や乳幼児死亡の改善方法を述べた記事、②子どもが食事を通して摂取する必要な栄養
素の内容と栄養保健食の献立や調理方法をまとめた記事および③米国の愛護ポスターに書かれた日
常生活における子どもの保健衛生の心得を紹介した記事である。
（１）乳児死亡の改善方法と母子保健
まず、大阪市の乳児死亡率の現状とその病名については、４月15日（４頁）の「世界で第一の子
供の死亡率 感心しない大阪の長所 消化器や呼吸器の病氣に御用心」と題する次の記事から確認
できた。
世界で第一の子供の死亡率 感心しない大阪の長所 消化器や呼吸器の病氣に御用心
大阪時事新報社主催「コドモ愽覧會」を観た人は、そこに陳列されてある資料のうち、大阪のコドモ
が、生れてから誕生までに百人のうち七十六人に減つてゐる、と云ふ統計を見て、今更のやうに、恐怖
にうたれてゐるやうである。此問題―
乳小兒の死亡率が、全世界中で大阪市が第一等の出来榮えである云ふの光
（ママ）
榮は、あまりに云ひ古され
てゐる。そして出產率が增えれば增えるほど、死亡率も亦正比例するのである。どんな病氣がどんな
率を占めてゐるかを云ふと、乳兒の死亡原因に於ては消化器病が二割五分九厘、先天性弱質が二割四分
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七厘、呼吸器病が二割一分乳兒脚氣が一割一分七厘 腦膜炎が六分三厘、結核性疾患が九厘である。更
に一歳より六歳まで、即ち小兒を加へると、呼吸器病は增加して三割二分一厘となり消化器病は減少し
て二割四分九厘となつてゐる。腦膜炎は、一割七分と云ふ恐ろしい增加である、結核性疾患亦增加して
七分四厘となり、乳兒脚氣がうんと減少して二分七厘となつてゐるに過ぎない。これを生れるコドモ
と死ぬ兒を月別に表として見ると左の如くになる（大阪府衛生課調査）
生れる兒 死亡する兒 同乳兒
一月 一二九人 一三人 二七人
二月 一二四人 九人 二七人
三月 一〇六人 九人 二一人
四月 八五人 一〇人 一六人
五月 六九人 一〇人 一五人
六月 五八人 二一人 一四人
七月 七四人 一三人 二一人
八月 七八人 一六人 二四人
九月 八七人 一一人 二〇人
十月 八九人 六人 一六人
十一月 一〇九人 八人 一八人
十二月 一一六人 七人 二二人
この記事によると、大阪市の乳児死亡率は、世界一が続き100人中24人が死亡すると言う恐ろしい
状態にあった。乳児死亡の原因となる病気としては、第１位が消化器病、第２位が先天性弱質、第
３位が呼吸器病で、６歳までの幼児を含めると第１位は呼吸器病、第２位は消化器病、第３位は脳
膜炎となることなどの内容が示されていた。この数字と病名を知った来場者や一般読者は、乳幼児
保護の必要性と死亡原因の究明が必要と理解したとみる。
そして、前後するが３月27日（４頁）には、「原因の判らない大阪の乳兒死亡卛」と題し、なぜ大
阪市の乳児死亡率が世界的に高いのかについての原因究明を求める記事が掲載された。つまり、こ
の記事では、なかなか判明しない乳児死亡の原因究明を、「コドモ愛護の氣風」が追い風となって、
近年各方面の関係者が取り組むようになり、特に大阪市立衛生試験所長の藤原九十郎医学博士は大
阪医師会に対し、乳児死亡の主な原因を箇条書きにまとめて提案したが、やはり専門機関を設置し、
科学的な原因究明が必要であると、次のように述べていた。
原因の判らない大阪の乳兒死亡卛 衛生試驗所も此の事で苦慮中 府の醫師會でも十分に知らぬ
〔本社のコドモ博でも輿論を促す〕
二年前富士川醫學愽士が世界的である大阪の乳兒死亡卛について「その原因は大阪が過群都市であ
るとか煤煙の多いためであるとかいふやうな單一なものでなく、由つて來る所は餘程錯雜してゐる社
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會衛生上、之れは大々的研究を要し、しかる後でなければ到底解決されない」と語つてゐたが其後コド
モ愛護の氣風が追々と發逹して最近は此の事について各方面の識者間に可成り大きい輿論となつてゐ
る。
市立衛生試驗所でも目下大阪の乳兒死亡が我國六大都市中の第一であり、世界にもその例が少なく、
殊に最近の統計では益々增加の模樣があるので、何とかその方法もがなと
（ が な い ）
、此の大問題に着手の氣勢を
示してゐるが、救濟のためにはその原因の探求が第一である。
衛生試驗所の藤原愽士から此の程府の醫師會に對つて大阪の乳兒死亡の大なる原因と認めらるべき
もの」といふ提案が試みられたが暗中模索で判然とした原因の所在が判らない。
箇條的にはいろんなことがその原因としてあげられる。然し殆ど想像上の原因で役に立たぬ。藤原
氏の話では「その問題の根本的解決を図るのには科學的に原因を探求する一つの機關を作り専念その
研究にたづさはるのが先決問題です。何とかそふいふ機關の特設せられんことを輿論を以て促したい
と存じてゐます」との事であるが四月一日から開く本社のコドモ愽覧會でも旣に此の點に關し輿論を
促す何等かの方法を設けたいと計畵中である。
そして、同博覧会では、先の大阪市立衛生試験所の藤原所長の乳児死亡率の増加を防止する具体
策の提案が展示された。同時に４月１日（４頁）、２日（６頁）の「婦人と家庭」の欄にも、藤原博
士の世界一の乳児死亡率の原因とその防止策についての記事が連載された。藤原博士によると医学
的調査と社会学的調査から乳児死亡の根本的原因を究明し、救済の方法を実施することが必要であ
ると述べていた。また、その調査結果から同博士は、㋐密集したプロレタリア街の貧困と不衛生が、
乳幼児の死亡や死産の原因であり、一般衛生的施設の整備が第一策で、具体的には、㋑同地域内に
公設の牛乳消毒所、牛乳庖厨を設置し安価や無料で牛乳を供給し、㋒国立の乳児院や育児研究所を
設立する他に、育児相談所を設けて牛乳庖厨の事業も行うことを提案していた。
さらに、㋓妊婦の保護により死産をなくすためには大規模な産院を設けて、かつ公営や医師会の
事業として市内開業の小児科医が、出生後一定期間健康診断を実施し、疾病の発見や体重測定など
を指導することも提案した。最後には、㋔母親（母性）の健康と保護のために育児衛生の知識や技
能を普及する教育や、結婚前後の男女が受講する体制の整備をも、次のように求めていた。
コドモ愛護の問題 何故コドモは死ぬか 世界第一にして尙增進する大阪の乳兒死亡卛防止に就い
ての私見 醫學愽士 藤原九十郎
大阪の乳児死亡が医学的に亦衛生学的にその原因が不明であることは過日の本紙に記した所である
が、之等、及び乳小兒死亡率の亢進を防止救濟する方法如何について大阪市衛生試驗所長藤原九十郎氏
は今度の本社主催コドモ愽覧會にその意見を提唱してゐる、之れは同樣の事柄についての氏の手記で
ある。
大阪の乳小兒死亡率は近年尙低下せずに却て亢進の氣味がある。之の防止救濟に關して自分は次の
やうな條項を擧げたいと思つてゐる―。
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死亡原因の徹底的調査
コドモの死ぬる病因關係と季節的關係から兩親の職業や身分家屋貧富の度合などを調べるのである
その他に醫學的及社會學的に原因の調査を計つて死亡の原因が果して衛生上の缺陥に基くものならば
醫學上から救濟の方法を講じ亦極貧兒私生兒などが多く死ぬのならばこれは醫學上の問題でなく、風
紀上、社會政策上社會的問題の一つとして取扱ふべき事となる。
かういふ風に對策の根拠を明かにして然る後防止救濟の實際に當らねばならない。
プロレタリア街の衛生的改善
密集部落、貧民部落の衛生的改善、特に住居の過群を防ぐことが必要である。都市に於ける密集部落
は罪悪の巢窟地であると共に亦あらゆる病氣の巢窟地でもある。
こういふ場所では乳小兒の死亡死産などもかなり多大である。即ちかういふ部落を整理して一般衛
生的施設を實行することは都市に於ける乳小兒死亡低減の第一策である。
牛乳消毒所と牛乳庖厨を作れ
牛乳はコドモの榮養料として主要なものでる。全市に供給する牛乳を一箇所又は数箇所に集め適當
な低温殺菌法（パストリザチオン）を施して最も安全な方法によつて廉價に供給させることが必要であ
る。
又公営の「牛乳庖厨」即ち獨逸あたりにあるミルヒキユツヘを市内、特に貧民部落内に設け乳兒の體
重、月齢に適した稀釋乳を無料か或は廉價で供給することの必要も大いにある（つゞく）
大規模の中央育兒院の建設
これは特に場所を貧困部落及工場地附近に選んで建てるのである、さうして大都市には國立の乳兒
院と育兒研究所を設けてその事業を行はせるのである。
尚之の外に育兒相談所（今の兒童相談所を特に乳幼兒だけに限つたやうなもの）を設けてその仕事を
させると共に併せて牛乳庖厨の事業を行はせるのもよい。
產院と姙婦の保護を確實に
乳幼兒死亡の原因中には常識的觀察の上から確に姙婦の保護が社會的によく行き届いてゐないため
死產するものゝ多きを示してゐる。
之を緩和する策としては大規模の産院を作るか、今のやうな產院をもつと數多く作るかして尙それ
以上に姙婦の保護を十分にしなければならない。それから公營又は醫師會の事業として市内開業の小
兒科醫に就て生後必ず一定期間健康診断を受けさせ、疾病の發見體重の測定、その他榮養方法に關して
醫師の指導を受けさせることー
これはむしろ警察の助力によつて行つた方が容易であらう。
母性保護事業を發達させること
母性とは即ち子の母たる心身兩方面の凡てをいふ。早くいへば「お母樣」のことだからつまり母親の
健康を保護して強い良い子を産ませるのが是亦一つの乳兒死亡低減の一方法である。
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之と共に育兒衛生上にも充分その觀念や技能を知らしめるやうに宣傅する必要がある。
例えば乳兒の寝室は必ず南向にすること巨燵
（炬）
の炭火は有毒なる故湯たんぽを用ゐること、厚衣を避
けること、殊に夏季高温高湿の時には殊にさうである。
然し又人工榮養を行ふ時は醫師に相談するのが安全の道である。そして今一歩退いて父となり、母
となる前の即ち結婚前後に男女の血液検査を行はしめるやう奨励する事がやがて乳兒死の低減を計る
所以となるだらうと考へてゐる。
乳兒の死亡率の増加する問題に關し私の考へてゐる目下の防止方法としてはまづ右のやうなもので
ある。
このように、藤原博士の提案は、当時の大阪市が直面した深刻な乳児死亡率問題の解決策を、具
体的かつ体系的にまとめた画期的な提案であったと理解できた。つまり、スラム地区等の貧困家庭
の出産前の衛生問題の改善から始まり、出産時の産院での保護と退院後の定期的な健康診断の実施
および、牛乳の支給による栄養補給までを国と市が責任を持って一貫して支援する体制整備を提案
した内容であったからである。さらに、「強くて良い子」を出産するためには、健康な母親であるこ
とが重要であるとの認識を前提に、母性保護の重要性と母親への育児教育の必要性を訴え、かつ結
婚前の青年男女の血液検査の奨励にまで言及していたことが注目できた。
そして、このような内容を読んだコドモ博覧会の来場者や一般読者は、世界一の乳児死亡率の問
題を解決するためには、国及び市が責任を持って母性保護から始まり、産院での出産とその後の検
診や栄養補給を一貫して支援する体制整備が重要であること、その事を前提にした母親への育児教
育や結婚前の青年男女への教育の必要性を、啓蒙されたと理解できた。つまり、このような啓蒙の
内容には、乳児の死亡率問題を通して、母親が健康な子どもを安全に安心して産む権利や子どもが
健康で安全に安心して生まれ育つ権利を、国および市が保障する意図の萌芽が内包されていたと理
解でき、このため来場者や一般読者に、母親が安全に安心して子どもを産む権利と子どもが健康に
育つ権利を保障することの必要性と重要性を普及する先駆けになったと言えるからである。
（２）子どもの栄養と栄養保健食の献立
次は、４月４日（４頁）の「婦人と家庭」の欄に掲載された諏訪宝一医学博士の「子供の爲の保
健食」と題した談話記事である。この記事では、子どもの健康を維持するために必要な栄養素を備
えた栄養保健食を試作し、コドモ博覧会の会場の白木屋食堂で販売したが、その栄養素の基準につ
いてはまだ明確なものはないが、コドモ愛護のためには今後一般の親たちに説明することが重要で
あるという主旨の提案を述べていた。そして、この提案を受けて４月６日（４頁）に諏訪博士、藤
原博士、的場校長が共同でまとめた解説論文では、先の栄養保健食の献立等の内容が具体的に提示
された。つまり、６歳児から９歳児に必要なカロリー等の科学的な根拠に基づく栄養素が示され、
その栄養素を含む食材での朝食、昼食、夕食の献立と、その調理方法が紹介されたのであった。そ
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こで、前者の諏訪博士の談話からみていくと次のような内容であった。
コドモ愛護の問題 子供の爲の保健食 世界にも尚十分な研究がない これを完成させたい
醫學博士諏訪瑩一氏談
今度の本社のコドモ愽覧會ではコドモの榮養保健食を作つて單に陳列するのみならず白木屋の食堂
で開期
（会）
中賣ることになつてゐるこの保健食は藤原醫學博士と諏訪醫學博士との意見によつて要素の配
合を定め之れを料理上に應用することを大阪割烹學校の的塲氏が司つた、そしてこのコドモの保健食
は今回限りに止らず尚何回も何回も研究改□し
（善）
た上一層實驗上からも立派なものとした上榮養問題の
上にも亦皃童保護の上にも役立たせる筈であるこれについて諏訪博士は曰く
どれ位のものを食へば體の活力が維持される、又どれ位のものをどんた割合で食へば身體の榮養が
良好になるかーといふことは大人のためには大分久しく研究が續けられてゐるが、特にコドモのため
にそれを研究した例は世界的に殆どないと云つていゝ有樣である／坂本博士が三人の入學試驗前の女
兒について研究してゐるが我國ではまづこれ位のものである／コドモ愛護のための仕事としてコドモ
の保健食を作つてその食物摂取の標準を世間の親に敎へてやるといふことは大變必要な且つ重大なこ
とである
で、今度の愽覧會へ出したものは我々の手許にまだ基礎的實驗がないので、とりあへず稲葉軍醫の標
準をピルケ博士のネムシステムによつて檢覈しアトヲーターの係數を使用して献立の基礎を作つた／
まだ此の外にヴイタミンAの含有を参考として追々完全な保健食の標準を作る積りである（終）
この談話では、稲葉軍医やピルケ博士などの最新の栄養学の知識を基に、コドモ愛護の立場から
まだ世界的に確立していない、子どもの栄養保健食の内容を究明するため、藤原博士と諏訪博士お
よび大阪割烹学校の的場校長の３人が試行錯誤しながら実際に栄養保健食を作り、その栄養保健食
に関する栄養摂取の基準を一般の親に紹介する必要があると述べていた。つまり、コドモ愛護のた
めには、科学的な根拠に基づく栄養素を備えた栄養保健食を一般の親たちに普及することが重要で
あり、その啓蒙のためコドモ博覧会の会場となった白木屋食堂でその見本となる栄養保健食を販売
し、体験的に理解を求めようとしたことに注目する必要がある。
そして、４月６日（４頁）の解説論文では、先の栄養保健食の見本を、６歳児から９歳児他が必
要とするカロリー等の栄養素の摂取量の基準として提示し、かつ諏訪博士、藤原博士、的場校長が
共同で考案した朝食、昼食、夕食の食材と献立および調理法を、次のように紹介していた。
六歳から九歳迄の子供の榮養食は斯うして作る 諏訪博士、藤原博士、的場校長の共同考案した献立
表に就て（上）
日本のコドモのために、健康を保ち榮養を增す食べ物の要素の配合は六歳から九歳までのコドモな
ら蛋白四十五瓦、脂肪七・五瓦、含水炭素二百八十瓦の割合で千三百九十九カロリーあればよい―。
十歳と十一歳のコドモでは蛋白五十四瓦、脂肪九瓦、含水炭素三百卅六瓦で千六百五十四カロリーが必
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要である。同様十三、四歳では男女少しづゝ異つて次のやうになる。
男 女
蛋白 □□ □□
脂肪 十二・〇瓦 一〇・五瓦
含水炭素 四四八・〇瓦 三九二・〇瓦
以上のカロリー 二五八三・〇 一九八三・五
これをうまく料理の上に應用した献立を次ぎに御紹介しませう。この献立はコドモの榮養保健食として、
前記の割合により大阪割烹學校長的塲多三郎氏が考案せられたものである。
六歳から九歳迄のコドモの榮養食
朝食
白味噌 一〇匁
味噌汁 薩摩芋 一〇匁
葱 三匁
□□ 適宜
晝食
牛肉 五匁
玉葱 五匁
卵 一五匁
バタ 三匁
菠薐草 十四匁
醤油 1/8匁
豆 腐 二〇匁
絹莢豌豆 二匁
醤油 〇・四勺
砂糖 一匁
葛 一匁
晩食
魚肉 五匁
葱 二匁
高野豆腐 四匁
卵 五匁
醤油 〇・四勺
砂糖 一匁
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ビーフオムレツ
浸し物
豆腐の餡かけ
玉しめ
水菜 百匁
醤油 1/8匁
三食分 六杯半（一五七匁）
全溫量 一三九九カロリー
こしらへ方に就て
みそ汁は薩摩芋を五分角に切つて水に晒し、その間に味噌を仕立て味噌が沸き上つてから入れる。
葱も鍋を火からおろし際に細かく刻んで煮ればよろしい。
ビーフオムレツは牛肉を細かく叩きにして玉葱はみぢんに刻む。フライ鍋にバタを入れバタが少し
泡が出初め次に煙が立ち初めたら右の品を入れて揚げ鹽を少し加へて味をよくする。出來たら別の皿
にとつて冷ませる。
フライ鍋はよく掃除して別の小鉢に鶏卵を割りよく溶いて前の揚げた品を此の中に入れてまぜ込ん
で置きます。そしてフライパンにはバタを又少し薄く塗り、火にかけ煙が立ち初めたら小鉢の中の玉
子とかやくをまぜておいたのを、どつと一時に流し込む。
下の方が焼目がついた頃に箸でぐる と手早くかきまぜると焼けてゐない上の部分とまぢり合つ
て全體が半熟になる。此の時に鍋の向ふ側へ材料をすつかり寄せて了ひフライ鍋の把手の方を下げて
向ふを上げ卵の背後の方へ箸をあてゝ上手に引つくり返す。之れを皿の上へすべり出させる―。
浸し物は菠薐草の根を揃へて縛り熱湯中に根の方だけをさし込み根が煮えかけたら全部を湯に浸し
さつと□き
（ゆが）
、すぐ水の中へ取つてひやす。之をゆるく絞り、小口から五分位に切り醬油に砂糖で味をつ
けてこの中へあへ込む。
豆腐のあんかけ―豆腐は好きなやうに切り、出汁で煮き、その後から醬油をさした中へ絹莢豌豆を細
かく刻んで入れ葛を小茶碗でといたものを汁の中へまぜ込んであんかけにする。尤も絹莢は初めに茹
いて盬水につけておき、汁を盛る時に中へ入れてもよろしい。（此の項終）
このように、本解説論文では、まず、６歳から９歳、10歳と11歳、13歳と14歳の男女に必要な栄
養素の摂取量は、たんぱく質（蛋白）が何グラム、脂肪が何グラム、炭水化物（含水炭素）が何グ
ラムで、そのカロリーは何カロリーという基準を示し、10歳以降は男女別の各栄養素の摂取量の相
違も明示していた。その後、６歳から９歳が摂取すべき各栄養素を含んだ朝食、昼食、夕食の食材
とその量を踏まえた献立と調理法を述べていた。ここで最も注目すべきは、子どもたちの食事を作
る当時の母親たちにとって、年齢や性別の相違による食事量の差異は体験的に理解できても、必要
な栄養素の摂取量やカロリー量という専門的な用語を用いた知識そのものの理解は全くできなかっ
たとみる。そんな中で、たんぱく質（蛋白）何グラム、脂肪何グラム、炭水化物（含水炭素）何グ
ラムで、そのカロリーは何カロリーという基準を示したのは、科学的な根拠に基づく栄養素を含ん
だ栄養保健食を作ることが子どもたちの健康を維持するために重要であることを深く印象付けるた
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Ῠ浸し物
〳〵
めであったと判断できることである。さらに、具体的な献立でも、朝食がご飯とみそ汁他、昼食が
ご飯とビーフオムレツ、浸し物、豆腐の餡かけの４品、夕食が玉しめとご飯で、昼食にビーフオム
レツ他３品という西風の料理と和風の料理を組み合わせ、当時の子どもの昼食としては豪華な食事
であった。また、全体的にも牛肉、魚肉、卵、薩摩芋、豆腐類、葱類、菠薐草、絹莢豌豆など、肉
と魚と野菜をバランス良く使用し、調味料として味噌、醤油、砂糖だけでなくバターまで使う献立
であった。この献立の内容は、当時の子どもが日常的に食べる食事としては手の込んだ豪華なもの
であったと言えるが、このような、豪華な料理を子どもが摂取すべき栄養素を内包した料理として
紹介したのは、当時の一般市民に和洋折衷の最新の食事を子どもたちに食べさせ、子ども中心の健
康的かつ文化的な家庭料理を奨励しようとする意図があったと理解できることである。つまり、科
学的根拠に基づく栄養素を含んだ食材をバランスよく使って献立を立て、子どもの健康を保持する
和洋折衷の家庭料理を提供することは、子どもの食育４）にとって重要であることを啓蒙する主張で、
今後食育権（子どもの健全な食生活を実現して健康を確保し、自らの食生活を学ぶ権利）に発展す
る要素を含んだ内容に近いと理解できたからである。
さらに、４月９日（４頁）には、「あなたのコドモはドンナ辨當箱がよいか」と題し、大阪市立衛
生試験場が、子ども弁当箱の種類（瀬戸引、柳行李、黒塗製）と大きさ（大形、中形、小形）と栄
養（カロリー）の調査を実施し、その結果も紹介したが、この解説論文も子どもが健康的かつ文化
的な食事をする権利（食育権）につながる啓蒙であったとみるが、紙面の関係で省略する。
（３）米国の愛護ポスターの紹介
そして、４月15日（４頁）には、児童愛護関連の記事の１つとして、米国の愛護ポスターに掲載
されていた「コドモの保健八則」が紹介された。この愛護ポスターは、山桝儀重視学が米国から持
参し4階に展示した愛護ポスターの中に記載された英文の翻訳とみられ、その内容は米国の子ども
の日常生活における保健衛生に関する次のような心得であった。
コドモの◇・・・保健八則
一、一週間に一度以上風呂にお入り
二、毎日一度は齒をお磨き
三、窓をあけて充分お寝み
四、どつさりミルクを召上れコーヒーや御茶は禁物
五、毎日野菜や果物を召上れ
六、毎日四杯の水をぜひ召上れ
七、遊ぶときには戸外で
八、便通は必ず日に一度
（米國の愛護ポスターより）
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つまり、この心得の内容は、米国の子どもたちの健康保持のため、日常生活において入浴、歯磨
き、睡眠、食事、遊び、排便をどのように実施しすべきかに関する注意事項を具体的にまとめたモ
デルであった。この内容を読んだ親たちは、大変分かりやすい先進国の保健衛生に関する注意事項
を参考に、我が子の日常生活における保健衛生に係わるしつけの内容を学び、少しでも近づく努力
目標の１つになったと見ることができる。
さらに、もう１つ付け加えておくならば、コドモ博覧会の開催に結びつく布石として、当時の『大
阪時事新報』の紙面の中に横20行、縦３段から４段を使用して、昨年（1922）年９月９日から「コ
ドモシンブン」が掲載され、１日遅れで主なニュースを子どもたちに理解できるよう横書きのカタ
カナ文字で紹介していたことである５）。これは、当時の大阪時事新報社が、子どもを一般読者の一
員と認識するようになったことを示す事実であり、その延長線上に同社主催のコドモ博覧会が開催
されたと理解できたからである。また、このような事実から、当時の大阪市内の新聞というマスメ
ディアが、子どもを一般読者の一員として注目していたことも理解できた。
このように、４月１日から大阪時事新報社主催で白木屋を会場にして開催されたコドモ博覧会で
は、多数の市民を動員し、子どもたちを健全に遊ばせ、文化的、教育的に楽しませる催し物などを
実施し、１つの社会現象となるような状況が理解できた。また、その内容が『大阪時事新報』を通
して詳細に報道され、その中で最新の科学的な育児や栄養に関する記事が紹介されたため、両者の
相乗効果により、子どもを持つ親を含む来場者や一般読者に、子どもの健全で文化的、教育的な娯
楽の重要性と、子どもを健康に育てる権利につながる根拠を啓蒙する効果が理解できた。特に、後
者の「子どもを健康に育てる権利につながる根拠」については、同博覧会の展示内容を含む解説論
文の記事などがこれに該当し、①大阪市内の乳児死亡率問題を通して、母親が健康な子どもを安全
に安心して産む権利や子どもが安全に生まれ、安心して育つ権利を、国および市が保障することを、
来場者や一般読者に啓蒙し普及する先駆けになったと理解できた。また、子どもの栄養保健食に関
する解説論文でも、科学的な根拠に基づく栄養素を内包した最新の家庭料理を提案、奨励し、子ど
もが健康的かつ文化的な食事をする権利（食育権）に繋がる啓蒙を実施したことが理解できた。
そして、コドモ博覧会で先のような児童愛護の雰囲気と考え方が、大阪市民に浸透する中で、４
月14日、15日に大阪児童愛護連盟主催のこども愛護デーが開催されることになった。
２、大阪児童愛護連盟主催のこども愛護デーの活動内容とその効果
１）こども愛護デーの活動内容
大阪市でのこども愛護デーのルーツは一昨年で、昨年は大阪児童愛護連盟主催でコドモ愛護デー
を実施した６）。本年も市内98団体が加盟する同愛護連盟の主催で実施されることになり、３月30日
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午後１時から大阪市民館で開催された会議で実施時期と活動内容が協議され、４月15日に次のよう
な活動を実施することを決定した。今回の活動内容は、①装飾を施した自動車隊の参加を勧誘して
一大自動車行列、②船場小学校、育英小学校、九条市民殿、市立市民図書館等に於ての活動写真や
講演会、③天王寺公園での管楽器の演奏、活動写真、講演会の開催、④「愛のこよみ」を10万部印
刷し市内各所に於いて１部10銭で販売、さらに、⑤「愛のマーク」を20万個作り１個５銭で販売し、
「愛せよ、敬せよ、強く育てよ」の標語の立場から、児童保護並びに保護施設の急務なる事を大々的
に宣伝する。また、⑥各商店に愛護のデコレーションを勧誘し愛護ポスターを掲げること。⑦寺院、
教会に援助を求め児童愛護に関する説教をお願いし、⑧交通機関の援助を求め電車汽車等にポス
ターの掲示を願い、かつ児童を目的とする交通道徳の宣傅を行うこと。⑨興行方面には当日特に児
童愛護に関係する劇映画や物語等の上演を依頼し、援助を求めること。⑩特に各新聞社に対しては
児童保護施設の開設等の必要性と今回の運動の報道を依頼し、徹底的に世論の喚起を願うこと。⑪
全国各都市の奮起を促し、同樣の運動を実施するように依頼することの11の活動を計画した。
この後の具体的な準備活動については、ほとんど判明しないが、前日の14日からの活動が確認で
きた。まず14日は、⑫午前８時より大阪市民館より派遣された活動写真撮影隊が、御津幼稚園の園
児の遊戯を撮影しフィルムに納めていた。このフィルムそのものは確認できないが、撮映現場と
なった御津幼稚園の園庭に集まる前掛姿の多数の園児の写真が説明文とともに４月15日の『大阪時
事新報』に掲載されており、撮映されたフィルムの内容の一端が理解できた。また、この写真の内
容から、御津幼稚園の園児たちの明るく元気で無邪気で愛らしい姿が垣間見え、それを動画で見せ
れば、一般市民に子どもたちが主役のこども愛護デーであることをより一層強く印象付ける宣伝お
よび啓蒙の効果が期待できると判断できた。まさに、子どもたちを愛し、敬し、強く育っていくこ
とを象徴する動画の上映になったとみる。そして、このフィルムは、こども愛護デーの当日（15日）
に、映写機を乗せた自動車、スクリーンを備えた自動車、「オーケストラ」が分乗した自動車の３台
で、市内の十字路を巡り10分間ずつ上映し、こども愛護デーを動画という最新のメディアで、一般
市民に視覚的に宣伝、啓蒙した。なお、このような活動写真の制作と市内での上映活動は当初の計
画にはなかったが、③天王寺公園での管楽器の演奏や活動写真の上映等を発展させた活動であった
とみる。
また、14日午後１時からは、北浜交差点に設けられた④「愛のこよみ」と⑤「愛のマーク」の発
売本部より、100人近くの婦人と子どもが市内各十字路に出向いて花模様の小袋に入った「愛のこよ
み」などを販売した。子どもたちが、小袋を首から下げて販売する姿が、「道行く人々を愛で包み」、
10万部印刷した「愛のこよみ」は全て売り切れ、第２版をつくるという勢になった。このため、「愛
のこよみ」と｢愛のマーク｣の販売活動は、主役である子どもたちも参加し、児童愛護を宣伝し、｢愛
のこよみ｣等を購入し読んだ一般市民は、言葉による啓蒙を受けたとみる。
そして、15日の日曜日は、午前９時30分から①自動車30台で全市内を巡回して宣伝ビラを撒き、
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⑤「愛のマーク」を20万個配布した。また、午前８時からは、⑬都島橋よりモーターボート３艘を
「美しい愛兒船」として仕立て、安治川口などの船舶が多く停泊する場所で、児童愛護の宣伝の演説
を行った。このように、自動車30台での宣伝ビラ等の配布のほか、水の都大阪らしくモーターボー
トを使って児童愛護を宣伝、啓蒙する演説も実施していたことが分った。このため、自動車やモー
ターボートを使って宣伝ビラ等や演説を実施した活動は、一般市民への児童愛護の宣伝と啓蒙を図
るメディア戦略といえた。
さらに、夜は午後7時から②大阪市民館、市民殿、船場小学校、育英高等小学校などを会場に同愛
護連盟主催の児童愛護大講演会が、次のような講師と演題により開催された。
コドモ愛護聯盟主催兒童愛護大講演會 （入場無料）
四月十五日午後七時から（各集會共同時刻）
○會塲 北區天神橋六丁目 大阪市民館
親のつとめ 林歌子女史 ／コドモの心理 文學士 朝日直樹氏 ／コドモを透して見たる大人 理
學士 村上銳夫氏
○會塲 西區九條通二丁目 市民殿
コドモの職業撰擇に就て 大阪市立少年職業相談所 大西孝美氏 ／新聞を通じて見たる母親 大阪
時事新報記者 小田切平和氏 ／家庭を兒童本位に 市立皃童相談所長 文學士 西居靈證氏
○會塲 南區鰻谷東之町 育英高等小學校
歐米のコドモ保護 大阪市視學 山桝儀重氏 ／育兒に就て 市立乳兒院長 三野裕氏
わが母の身 關西日報主筆 齋藤吊花氏
○會塲 東區安土町三丁目 船塲小學校
大人の父 市立市民館長 志賀支那人氏 ／こども愛すればこそ 高尾亮雄氏 ／母の心 醫學士
竹村一氏
○會塲 南區今宮中學校南 兒童相談所
兒童相談に就て 所員 （『大阪毎日新聞』４月15日付他）
この児童愛護大講演会は、児童相談所を除いて、各会場とも３人の講師で、大阪市立乳児院長等
の同市の社会事業行政の関係者を中心に、医学士、新聞記者等が講師になっていた。また、講演の
内容までは判明しないが、各演題から推測すると「親のつとめ」などと題する両親の役割について
の講演、子どもの心理や職業選択、児童本位の家庭づくりや欧米の児童保護に関する最新の情報な
どが紹介されたとみる。
講演の対象は、子どもを持つ親たちであったとみるが、各会場の参加者は判明しない。ただ、上
記の講演会の案内が、⑭ライオン歯磨の広告として４月15日の『大阪毎日新聞』（９頁）と『大阪時
事新報』（８頁）、『大阪朝日新聞』に掲載され、一般市民に周知されていたことから、当初の計画が
具体化されたことが確認できた。また、先の講演のうち、育英高等小学校での大阪市立乳児院の三
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野裕院長の「育兒に就て」の講演に関係するとみられる内容が４月15日の『大阪時事新報』に掲載
されていたので、先の講演で子どもを持つ親たちをどのように啓蒙したかの内容の一部または全部
が裏付けられる可能性が高いので後半で、その内容を分析する。このため、②児童愛護大講演会は、
子どもを持つ親を含む一般市民への教育的な啓蒙の効果があったとみることができた。
さらに、４月15日の『大阪時事新報』（５頁）には、⑭「コドモアイゴデー」の全面広告が図１の
ように掲載された。宣伝広告を出したのは、西川甚五郎商店、和田栄、新本兄弟商店、酒井公肇堂、
伊東製菓工場、高見商会、植田商店、和光堂、学校ボール、受験研究出版部、白木屋呉服店の11商
店であった。また、４月18日の『大阪毎日新聞』（夕刊、１頁）にも、「児童愛護宣伝」として、い
づみ屋薬房本店、和光堂、青木嵩山堂、江崎合名会社、都甲洋服店、桑原商会の６商店の宣伝広告
が掲載されていた。いずれも、乳幼児を中心とする子どもに関係する食品、医薬品、衣類、生活用
品を販売する大阪市内の商店の宣伝広告で、こども愛護デーに共賛することで、各商店の商品を子
どものいる家庭に宣伝し、販売促進をねらうものであったが、同時に新聞というマスメディアを使っ
てこども愛護デーを広く一般読者に広報し社会的関心を呼び起し、同愛護デーのムードを盛り上げ
ることに貢献したと言える。
なお、当初の活動計画には、大阪市内の各商店が各新聞にこども愛護デーの宣伝広告を掲載する
活動はなかったが、類似の活動として⑥各商店が愛護のデコレーションを実施する活動があり、た
ぶんこの活動にも市内の多くの商店が協賛し、こども愛護デーのポスターなどを掲げて店頭他の装
飾を実施したとみられ、その一環で最も協力的な前記の商店が各新聞に同愛護デーの共賛広告を掲
載したと理解する。このため、⑥⑭は、商業資本がマスメディア等を使って積極的に同愛護デーに
協力し、一般市民へ児童愛護の宣伝と販売促進の効果をねらった活動であったといえた。
また、⑦寺院、教会での児童愛護の説教、⑧電車等の交通機関への児童愛護のポスターの掲示と
交通道徳の宣伝、⑨興業関係者への児童愛護に関係する演劇、映画などの上演（上映）依頼につい
ての活動は、その実施の有無を資料的に裏付けることはできないが、たぶん実施され、こども愛護
デーのムードの盛り上げに役立ったとみる。
そして、⑩各新聞社に対して児童保護施設の開設等の必要性と今回のこども愛護デーの運動の報
道を依頼し、徹底的に世論の喚起を願うことについては、前述して来た全ての事実が各新聞社の報
道からの引用であり、その記事名を新聞社別に示すと次のようになった。『大阪時事新報』には、４
月１日（２頁）に「全市を『愛』で包んで・・・」、４月15日（２頁）「コドモ愛護デー」と写真、
同日（４頁）「今年のコドモ愛護運動・・・」、同日（５頁）「コドモアイゴデー」の全面広告、同日
（８頁）「ライオン歯磨」の広告が掲載された。『大阪毎日新聞』には、４月１日（２頁）「『愛せよ敬
せよ強く育てよ』」、４月15日（２頁）「華やかに催れたこども愛護デー」と写真２枚、同日（９頁）
「ライオン歯磨」の広告、４月18日（１頁）夕刊「児童愛護宣伝」の広告が掲載された。『大阪朝日
新聞』には、４月14日（５頁）「コドモ愛護デーと歯科診療所設立の提唱」、４月15日（２頁）「ライ
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図１ こども愛護デーの全面広告
図２ こども愛護デーの関連の全面広告
オン歯磨」の広告、同日（２頁）夕刊「園児を映画に」と写真、４月16日（７頁）「愛護デー宣傅」
が掲載された。
また、『大阪時事新報』では、４月15日のこども愛護デーの当日に１頁全面を使って特集記事（４
頁）を掲載したが、その内容は同社主催のコドモ博覧会の展示に関する記事と、今回のこども愛護
デーに関連する記事であり、一般読者に対しどのような教育的啓蒙などを実施したかが理解できる
内容の記事であった。つまり、前者の記事はすでに本稿235頁、236頁、243頁で紹介したので、後者
の記事の見出しだけ示すと、大阪市民館長志賀支那人の｢今年のコドモ愛護運動は画期的のも
（ママ）
ので
ある｣、「童話をする心得と子供の好きな物語｣、大阪市立乳児院長三野裕の「離乳の時期に就いて」
であった。さらに、志賀の記事の中には、⑩各新聞社に対して児童保護施設の開設等の必要性と今
回の運動の報道を依頼し、徹底的に世論の喚起を願うことに関係する報道が含まれ、その内容は「児
童保護施設の開設等の必要性」や「今回の運動」の意義を啓蒙する内容であったと理解できた。
このように、今回のこども愛護デーでの活動は、14の活動がほぼ実施されたことが理解でき、こ
れらの活動は子どもを愛し、敬して、強く育てるという児童愛護の精神を、映像などのメディア戦
略等を交えながら、商業資本などの協力を得て、一般市民に宣伝し、講演会や新聞報道により教育
的な啓蒙を実施し、コドモ博覧会の開催とあいまって、子どもを持つ親を含む一般市民を巻き込む
ような啓蒙運動になったと理解できた。
そして、複数の新聞記事からは、「子どもを持つ親を含む一般市民への啓蒙」や各新聞社が一般読
者に「児童保護施設の開設等の必要性」と「今回の運動の意義」を啓蒙した外形的な効果が、どの
ような内容であったかを知り得る報道が複数確認できたので、その内容を次に分析していくことに
する。
２）こども愛護デーの活動に関する啓蒙の効果
今回のこども愛護デーでの活動に関する新聞記事の中で、「教育的な啓蒙」についての内容を紹介
した記事は、児童愛護大講演会での大阪市立乳児院長三野裕の講演内容に関係する記事で、この記
事は４月15日（４頁）の『大阪時事新報』に掲載されていた㋐同院長の「乳を飲ます時間と回数」
と「離乳の時期に就いて」という解説論文であった。また、「教育的な啓蒙」に関連する記事として
15日（４頁）『同新報』の㋑「童話をする心得と子供の好きな物語｣があった。さらに、「児童保護施
設の開設等の必要性」を啓蒙した記事は、４月９日（４頁）『同新報』に掲載された㋒大屋霊城の「コ
ドモの遊園には第一に『小鳥の巣』と樹上の見晴し臺が必要」と題する談話、14日（５頁）『大阪朝
日新聞』の㋓岩田嘉一郎医師の談話「コドモ愛護デーと歯科診療所設立の提唱」があった。また、
「今回の運動の意義」を啓蒙した記事は、㋔大阪市民館長志賀支那人の｢今年のコドモ愛護運動は画
期的なものである｣が、これに該当した。そこで、次に、これらの記事の内容を分析し、今回のこど
も愛護デーの活動における啓蒙の外形的な効果の内容を明らかにしていくことにする。
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（１）「離乳の時期に就いて」他の記事
児童愛護大講演会での大阪市立乳児院長三野裕の講演内容に関係する記事としては、４月15日の
『大阪時事新報』に掲載された三野裕院長の「乳を飲ます時間と回数」と「離乳の時期に就いて」と
いう解説論文があり、次のような内容であった。出産後の乳児を母乳で育てていくうえで最も重要
な授乳時間とその回数や離乳期の離乳方法を、当時の医学的知見を基に一定の基準（原則）を示し
ながら、乳児を持つ母親や出産を控える妊産婦等に、具体的に分かり易く説明した記事であった。
特に、離乳期の育児方法については、離乳時期が遅れた場合の乳児への影響から始まり、実際の離
乳方法とこの時期の夏期の育児上の注意、乳母の選び方、牛乳の鮮度などの見分け方であった。
乳を飮ます時間と回數 市立乳兒院長 三野裕
母乳で育てる場合は、出生後約二十四時間後より授乳を開始し、最初は乳兒の要求に従ひ、二時間か
二時間半位毎に與へる、然し睡つて居る時には時間が來てもやらなくてよい、一箇月以後は三時間以上
の間隔にて一日六回か七回、三箇月以後には一日五回か六回與へる。
一回の哺乳時間は十五分乃至二十分を適當とし、毎回交番に一側の乳房のみにて授乳する樣に習慣
を付けた方がよい、近時四箇月以上の乳兒には四時間オキに一日五回の授乳を適當とし、左の時間に授
乳する。／午前六時、十時、午後二時、六時、十時
此法によると夜の十時より朝の六時迄一回も授乳せないで母子共に安眠が出來て好都合である。人
口榮養の時は、七、八箇月頃迄は牛乳を薄めて用ゐ、其後は全乳とす。
離乳の時期に就いて コドモに一番大切な時期 大阪市立乳兒院長 三野裕
離乳の時期に關しては、東西國を異にするに従ひ習慣上多少の差異がある、又小兒發育の狀態如何に
依りても参酌せねばならぬ、歐州にてはチエルニー氏が、人乳の小兒榮養に不足し來る時を、凡そ六箇
月の終りとし、其徴候として體重の増加中止し且便量減少して褐色或は緑色をおぶる時期を以て、断乳
を初むべき時であると唱へて居る、本邦に於ては二百廿日を喰初とし、生後百日に喰初式を行ふ習慣あ
れど、實際には甚だ遅く、母乳全廃は二年三年稀には五六歳に亘るものがある、斯の如き習慣は、今日
迠敢て大害なしと信ぜられて居た、然し斯く久しく母乳のみを専用して居ると／小兒の身體及精神两
方面の／發育に一定の障害を起すものである、即ち身體的には旣に七箇月内外より以後は、體重の増加
中止し大便黒緑色を呈し所謂饑餓便の性狀を帯びて來る、而して満一年乃至其以上母乳のみを以て養
はるゝ小兒は、外観上榮養佳良の如く見ゆるも、其實顔面蒼白筋肉弛緩し且つ「クル」病の徴候を呈し
て來る即ち頭圍は年月に應じて殆ど正常なるも、胸圍は著しく狭小となり其差一寸內外に及ぶ、又大顋
門が年月に応じて課題であり、又其閉鎖が遅れて満二年後に至るも搏動を觸るゝものがある
精神上には大體に神經過敏にして所謂癇高く他人及び事物に恐怖し易く、我儘氣儘のふるまひあり
而して／智能の發育も遅れ低能となる／ものが多い、斯かる小兒には、先づ厳に断乳を實行し、他の食
餌殊に穀物、卵黄、球根、靑菜及び果實類を混食せしむる時は、多くは二三箇月乃至半箇年にて治に就
くものである、それ故に乳兒の發育狀態に鑑み、適當なる時期に於て離乳を實施するは、育兒衛生上肝
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要なる事である、而して其時期に就ては私は生後七八箇月の頃即ち第一生齒期の頃より漸次開始する
のが適當であると信ずる
離乳の方法
一般に離乳の初めは細心の注意を拂はないと屢々腸胃を害する、初め先ず六回の授乳ならば其内一
回を牛乳又は「ミルクフード」に代へる、此際牛乳は重湯にて二と一又は三と一の割合に稀釋したもの
より漸次全乳にする、兒の健康狀態を観察し日々便と機嫌とに注意し、約一週間其障害なきを確めてよ
り又他の一回を代へ朝夕各一回づゝ「ミルクフード」或は牛乳を用ゐ他は母乳四回となす、同樣に注意
を拂ひ後數日異常なければフード或は／牛乳一日三回母乳三回となす／斯くして二三週間の後、障害
なき時は牛乳を全乳に進む離乳期には一日の牛乳量は三四合を超えない方がよい、斯く混合榮養を行
ふ事一二箇月にして後始めて副食物として良く煮たる薄粥或はそれに卵黄を混じたるものを一日一回
試み之に馴れたる後、漸次牛乳を廢し粥一日三回となし「デンブ」「ジヤガ芋」莢豌豆、靑豌豆、ホーレ
ン草、胡蘿等の如き繊維少きもの及魚肉汁、魚鹽焼等を副食物となさしむ、斯くして健康なる小兒は、
満一年にして全く人乳を廢し得るのである、時として神頸性乳兒にありては／離乳の實施困難なる事
あり／斯かる際は成るべく母親を遠ざけ家族と共に食卓を囲み、食餌を取らしめる、菓子類は乳齒が四
枚以上となれば輕いもの、假へば上等の「ビスケツトウ」「ヱーフアース」衛生ボーロ、かるやき等を少
しづゝ用ゆ、但し食餌時間に與へ規定時間外には與へぬがよい
夏の育兒注意
夏はコドモが一番消化器病に罹り易い時期である、傅染病、乳兒脚氣、急性消化不良症等恐るべき病
氣が多い、従って寝冷させないこと、食物はよく吟味して少しでも臭ひがするとか、つまり腐敗に近づ
いた物や不消化物を與へてはならない、乳以外に飮料を與へることは必要であるが、氷などはいけない、
麥茶、煮さましの水を適量に與へるのがよい、また新しくてよく熟した夏季の果實から汁をしぼつて與
へるのもよい。過飮、過食日中に炎天へ出すことなどのいけないのは母親の常識で判らう
乳母を選ぶには
乳母を採るには、身體の強いものと性質の善良なものを選ぶことは今迄にも行はれてゐるが、一歩進
んでその乳母の身體検査までに氣をつけてゐる人は尠い。乳母を雇ふ最初に先ず信用ある醫師の健康
診断を受けしめて、小兒に傅染し又は有害な病氣がないかを確めることは最も必要である。乳汁の成
分とその分泌量の授乳に充分なことを確めるには、その乳母の子が發育佳良であるか、どうか調べれば
よい、乳母の年齢は廿歳から卅歳までの間で、小兒養育取扱上一定の知識を持つてゐる者であれば猶よ
ろしい、乳母の子と乳兒との年の差は二三箇月から四五カ月位迄は差支へないとしてある
牛乳の良否を見別けるには…
牛乳の一滴を指爪の上に落し半球狀を保つのはよい、凝集力弱くして直に流れ散るのは不可ない。
（り）
コップに水を盛り牛乳二三滴を垂らし直ちに器底に沈下するものはよい、水中に散つて解けるのは悪
い牛乳瓶の內面に附着したのを火に炙つて其儘白く乾燥するのは澱粉質を混じた疑ひがある、純乳で
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ある時は脂肪が溶けて流れるものである。牛乳は指の間で擦れば多少脂氣を感ずるものである。牛乳
を煮沸して豆腐のやうに凝固するのは腐敗してゐる徴候である。牛乳が薄くなつてモロ のやうな
ものが浮遊して酸味の臭氣を放つのは腐敗したものである
つまり、三野論文では、出産後の乳児の母乳での育児方法については、出生24時間後から授乳を
開始し、最初は２時間から２時間半おきに母乳を与え、１ヶ月後には３時間以上の間隔で１日６回
から７回、３ヶ月以降は１日５回から６回与え、１回の授乳は一方の乳房から15分から20分が適当
と述べていた。４ヶ月目からは、４時間おきに１日５回で、午前６時、同10時、午後２時、同６時、
同10時に与えれば母子共に安眠できるとし、母親の育児負担に配慮した内容であった。このような
内容は、乳児を持つ母親や出産を控える妊産婦等に、当時の医学的知見を基に出産後の月齢別の授
乳時間とその回数の基準（原則）を具体的に分かり易く説明したもので、このような講演を聞いた
母親たちは科学的な最新の育児法を学び、すぐにも実践できる内容であった。
また、離乳の時期については、離乳期をチエルニーの見解を引用し、母乳の栄養だけでは栄養不
足となり、便量が減少し褐色や緑色になる生後６ヶ月の終わりからと述べていた。そして、日本で
は離乳期が２歳から３歳、遅いと５、６歳になることもあるが、このような幼児期の離乳は身体及
び精神面での発達の遅れが出てくるとし、その具体的内容と対処方法を示し、生後７、８ヶ月での
離乳を勧めていた。そして、離乳方法については、乳児の胃腸に配慮し、１日６回の授乳のうちの
１回を重湯で薄めた牛乳等を与え、乳児の健康状態を観察しながら徐々に全牛乳に移行し、「日々便
や機嫌」に注意し、１週間問題がないかを確認しながら慎重に移行することを求めていた。さらに、
その後は牛乳を１日３、４合与えつつ副食物として「良く煮えやる薄粥」に卵黄を混ぜたものを１
日１回食べさせ、その後は順次粥に移り、１日３回繊維の少ないジャガイモや野菜類に魚肉汁、焼
き魚等を副食として食べされていくと、健康な乳児は満１歳で離乳が終了すると、これまた月齢ご
との詳しい離乳方法を提示した。加えて、離乳が上手くいかない精神性乳児については、母親のい
ないところで家族と一緒に食事を取り、ビスケット等を食べさせるとしたが、この意図は書かれて
いなかった。
その他、乳児の夏期の育児の注意事項として、夏は消化器病に罹り易い時期で伝染病等の「恐る
べき病気」が多くなるので、寝冷えを防ぎ、腐敗したような食物や不消化物は与えず、乳以外の水
分補給も必要であるが、その際は麦茶や湯冷ましを適量与え、氷などは与えず、果汁を与えると良
いと述べていた。また、乳母の選び方は、信用ある医師による健康診断を実施し、伝染性の病気等
を持っていないことを確認することが必要で、乳汁の量と質は乳母の生んだ乳児の生育状況を調査
し、該児と４か月前後離れている20歳から30歳までの、一定の育児知識を持った者が良いとした。
さらに、離乳期に用いる牛乳の品質や鮮度の簡易な確認法も紹介した。このため、上記の説明を聞
いた（もしくは読んだ）母親たちは、離乳期の育児に関する医学的な根拠などとそれに基づく最新
の実践的な育児法を学ぶことができたと理解できた。
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（２）「童話をする心得と子どもの好きな物語」の記事
４月15日（４頁）の「童話をする心得と子供の好きな物語｣は、「教育的な啓蒙」に関する提案の
１つと言え、今回のこども愛護デーの主役である子どもに、童話を話す（書く）時の基本的な心得
や子どもの好きな童話の選び方を体系的にまとめ、童話の教育的、文化的意義を一般読者に分かり
易く啓蒙するような記事になっていた。
童話をする心得と子供の好きな物語
◇・・・コドモの氣分を壞さぬ工風が
（夫）
一番
童話を試みるに際してどんな事を心得て居ればよいかと云ふ事は子供の書いた童話を見るとよく判
るものである。
夕の鐘がなると森の主が出て來て小さい子供をさらへて行くと云ふ云ひ傅へがあつた。美代ちゃん
はお父さんもお母さんもない孤兒であつた。ある日、森に出て遊んでゐたが歸る事が出來なくなり、玉
のやうな涙を流して泣き伏して居たが、やつぱりお父さんとお母さんの事を思つてゐた。その夜美代
ちゃんはお母さんに遇つた。
その記述の如何にも單純で、その構想の奇抜な事は驚くばかりである又到底大人の考へ及ばないや
うな超自然的な空想がほしいまゝに描がかれてゐる。
そこで童話をする者、或は書く者の心得て置かねばならぬ事は、自然に判つて來る譯である。今その
三四項に就いて述べると
一、構造の單純である事
は童話の大切な條件でなければならぬ。それは子供の心理から云つても當然な事で、子供の腦力に
餘るやうなプロツトの變化や大人の讀む小説にでもあるやうな難解な形容詞や波蘭は
（乱）
單純な子供には
何の價値を持ち來さないのである
二、童話の氣分を備へる事
童話には豐富なる感情が溢れてゐなくてはならない。そして子どもの感情を淸純にし向上させる効
果が必要である。そうでないと童話が干乾びて了ふ。然し感情に訴へない童話も無いではないのでそ
れ以上に童話に必要なのは氣分である。童話的氣分である。童話的氣分と云へば大變判り難いが、一
言にして云へばつまり子供らしい空想に満ちた氣分である。お伽的、空想的でない童話が不成功に終
るのはよく見るところである
三、美しい言葉である事
童話をする塲合にゴツゴツした非音樂的な言葉は禁物である出來るだけ滑らかな子供の童話氣分（空
想）を破る事なく持續して行くやうな言葉でなくてはならぬ。同時に一面から云へば言葉は野卑であ
つてはならない、難解であつてはならないと云ふ事も出來る。勿論下賤な者が童話の中に出て來る塲
合も多々あるが、斯る塲合に心得なければならないのは言葉自身が下等な意味を持つてゐるやうな言
葉を全然使はないで下等社會に使はれてゐる言葉でも下等な意味を持つてゐないものを巧みに使用す
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ればよいのである
子供の好く話
それから子供は果して何んな童話を好くかと云ふに、學者の説によると子供の心理の上に立脚して
略次のやうに云はれてゐる
一、食物に關するもの
子供は至つて食ひ辛棒なものである。それで食物に關する童話は非常に喜ぶものであるお菓子の御
殿で子供が自由に遊べる話だとか、自分が食べたいと思ふ物は何でも食べられる道具を持つてゐる子
供の話などである
二、權力に關するもの
子供程我儘な氣隨なものはない何でも自分の思ふやうにしたがるものである。だから非常な權力を
與へられた子供の話などは大變喜ぶものである
三、異つた國に關するもの
地の底や海の底に此の地球上に見られぬ別種の國があると云ふやうな話又は小人國、大男國の話の
如きも喜ぶものである
四、變態に關するもの
人間が他の動物になるとか動物が人間になつたとか云ふやうなものである恐怖心と好奇心から子供
は極めて單純に喜びを感ずる又これに附随して魔法に關する空想も子供の喜ぶものである
五、奇怪な動物に就いて
これはよく神話や傅説などによくあるが子供は大變喜ぶ大蛇、大鷲の話の如きものである
六、飛行に關するもの
非常に速かに飛行すると云ふ事は子供の心に快い空想を満足させるものである千里の靴だとか希臘
神話のペガサス馬の話などが子供に喜ばれるのはそれである
七、富に關するもの
子供の欲張根性は自身や他の子供が大變な金満家になつた話を喜ぶこれは子供と云はず大人もさう
であるが、生活苦を餘りに見過ぎてゐる吾々は富に關する空想を多分にもつてゐる然し富に關する空
想は餘程巧にやらぬと却つて悪い効果を残すやうな事もあるから充分なる注意が必要である
以上のように、童話を話す時や書く時の基本的な心得は、ⓐ童話の内容を子どもの能力に合わせ
た単純な構造にし、ⓑ子どもらしい空想に満ちた感情あふれる純真さと向上心のあるもので、ⓒリ
ズミカルで品性のある美しい言葉を用いることが重要と述べていた。また、子どもの好きな童話の
内容（主題）は、児童心理学的にいうと、ⓐ食べ物に関する話、ⓑ子どもが権力を持つような話、
ⓒ地底や海底などの空想の国についての話、ⓓ人間が動物になる話や魔法に関する話、ⓔ神話や伝
説の出てくる奇怪な動物の話、ⓕ空を飛行するような話、ⓖ子どもがお金持ちになるような話で、
いずれも空想や好奇心を育み、自由や夢を与えるような童話であることが重要であるとまとめてい
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た。このため、この記事を読んだ一般読者は、童話が単なる娯楽ではなく、子どもに創造力と希望
を与える教育的、文化的な娯楽（児童文化）であることに気付かせるような啓蒙の効果があると理
解できた。
（３）「コドモの遊園」の記事
４月９日（４頁）の「コドモの遊園には第一に『小鳥の巣』と樹上の見晴し臺が必要」と題する
大屋霊城の談話は、「児童保護施設の開設等の必要性」を報道した新聞記事に該当する。この記事で
は、米国の小公園やコドモ遊園を大阪のような「密集都市」に整備することを訴え、かつ、子ども
たちが野外で自然に触れながら遊ぶ環境づくりの重要性を主張した、次のような内容であった。
コドモの遊園には第一に「小鳥の巢」と樹木の見晴し臺が必要 大屋靈城の談
コドモの庭園を作つてやることが富有な家庭の間には此の節可なり行はれてゐる。庭には果樹を植
込んでコドモのために新鮮な果物を恣に與へるという工風を
（夫）
した住友銀行の某重役などもゐるがアメ
リカで紐育の郊外に作られた有名な「小鳥の巢」を見て來た都市計畫技師の大屋靈城氏はいふ。
―アメリカで見たコドモ遊園には第一に小鳥の巢といふ變つたものがある。小公園のまん中へ石燈籠
のやうな高さ一丈五尺もある高い棒が立てられ其頂上には燈籠の火屋のやうな屋根形の小鳥の巢が作
られてあるのである。
こんなものを建てゝおくと自然にこのコドモ遊園には小鳥が集まつてくる。そして遊園のあちこち
に下り立ち、しまひにはコドモと馴れて、野の小鳥がコドモの一二尺近くを歩いてゐるのを見受ける―
丁度御堂さんの鳩がコドモに入り混つて遊んでゐるのとそつくりである。
随つて他の遊園では小鳥の水呑み塲として大きな風流な噴水やうの手水鉢が設けられてある所もあ
つた。そこへは絶えず小鳥が水をのみにくる。何しろ小鳥とコドモといふものゝ親密な關係を考へた
結果のものである。
第二には自然樹を利用して木と木の間に見晴らし臺を作つてあることである。南洋土人のやうに梯
子を樹上にかけてその上に屋根のついた廻廊のやうな遊び場を作る。中へはコドモが四五人立つこと
が出來る。
かういふ設備も日本のコドモ遊園には未だないが、個人がその庭をコドモ用に充てる時にはこんな
工風が
（夫）
甚だ適切である。その外米國の小公園には一々コドモの好きな人が主任として働いてゐて一本
の草にも木にもコドモの知識と興味を惹き起こさせるやうな工風を
（夫）
し、その外小公園を中心としてコ
ドモのためのいろ な催しを絶えずやつたりして意想外に小公園がコドモのために働いてゐる。
我國でも早くこのやうになりたいものである、殊に大阪のやうな密集都市ではかうした立派な小公
園やコドモ庭園が是非欲しいものである。
つまり、大屋が見た米国の小公園やコドモ遊園には、小鳥の巣箱を取り付けた小公園や２本の自
然樹に見晴らし台のあるコドモ庭園があり、小公園には子どものために自然観察を指導する職員が
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おり、いろいろな行事を開催することも紹介していた。このため、大阪市のような密集都市にも先
のような立派な小公園やコドモ庭園が是非欲しいと訴えていた。これは、当時の大阪市が工業都市
に発展する一方で、スラム地区問題が発生するなど、建物が密集し子どもが安心して自由に遊べる
広い遊び場がなくなり、前回の児童愛護デーでも子ともが遊べる公共の小公園やコドモ庭園の建設
の要望が出ており７）、そのような背景の中で先のような提案がなされたと理解できる。その意味で
は、この提案には子どもが自由に遊ぶ権利を保障する空間の設置を啓蒙する要素が含まれていたこ
とが理解できた。
（４）「コドモ愛護デーと齒科診療所設立の提唱」の記事
岩田嘉一郎医師の談話「コドモ愛護デーと歯科診療所設立の提唱」は、４月14日（５頁）の『大
阪朝日新聞』に掲載され、やはり「児童保護施設の開設等の必要性」を提唱した記事と理解できた。
その内容は、子どもの虫歯を治療する公立の歯科診療所を設立し、幼児等の死亡を予防することを
提唱した、次のような内容であった。
コドモ愛護デーと齒科診療所設立の提唱 むしばの爲めに死ぬ子供たち ドクトル岩田嘉一郎氏談
今十四日明十五日は、大阪市に於て第二回コドモ愛護デーが催される近來新聞紙の報道によれば、大
阪市に於ける小兒の死亡率が著しき高率を示してゐる、重大問題であるこれは
豫防醫學の缺如に多くの原因を持つ、殊に口肛衛生の如き等閑に附せられがちで「病は口より」の金
言もフレツチヤ氏の「榮養の總ては消化器官肛門の三寸にあり」もフリーゼル博士の「世界人類の生命
を延長し、國家と家庭の幸福を增進する唯一の方法は、只口腔を健全狀態に保つにあり」の警告もとか
く忘れられてゐる。統計の示す所によると大阪市内就學兒童の九十六割強は
三大文明病の一である齲齒に悩まされてゐる。即ち百人中健全な者は僅に四人弱に過ぎない然るに
同じ三大文明病に數へられてゐる結核や梅毒の如く人の注意を惹かない所以は、直接に生命を奪ふ事
が稀であると、その該形が餘り外に霰はれないためである。咀嚼不能となり胃腸障害を起し同化作用
に影響し榮養補給の途が絶える。殊に食物を鵜呑みにすれば澱粉を糖分に變化する食物消化の第一歩
たる唾液が混入せないため小兒は澱粉不消化に因る下痢で斃れる。日本は世界の
胃腸病國の名稱を冠せられてゐる位で其の死亡率も非常に高い、之れはたしかに齒の疾患を等閑に
附してゐるからだ。更に咀嚼不能は顔面を形成してゐる骨が發育不全となりあたら天與の美貌を損せ
られる位で一生をくらす婦人も尠くない。由來口腔は外界と頻繁に交通するから絶えず細菌の侵入を
被つてゐる。殊に細菌の培養素とも云ふべき食物の
殘滓物が停滞し適度の温と湿氣を得て盛に發育する、ネーター氏は百人の健康者中十五人の口腔内
肺炎菌を發見し、ラーキン博士は千人の八歳未満の痲疹に罹れる小兒の僅か二割が健全な齒の所有者
であつたに過ぎぬことを述べ齲齒は痲疹の仲介者であると結論してゐる。又メルレル博士は三十六名
の
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肺患者中十三人の患者の侵入門戸は齲齒である事を証明した。だから歐米の結核豫防協會では齲齒
の豫防に全力を傾注してゐる。齲齒は精神上にも多大の障碍を與へる、齲齒の爲め短氣になり推理力、
判断力が衰へ遂には學校を厭ひ遊惰に流れ放埒の性質を帯ぶる樣になる
不良少年や精神病者に齲齒の多数を發見するも之れが爲めである。以上の理由によつて予はこの機
會に公立の齒科診療所の設立を提唱する。
この岩田医師の談話は、予防医学の立場から、当時の外国の医学者の最新の医学的知見や臨床例
などを引用し、口腔衛生の必要性を述べ、虫歯からいろいろな病気が発生して幼児死亡率を高めて
おり、子どもの虫歯治療のため公立の歯科診療所の設立を提唱したのであった。つまり、三大文明
病の1つである虫歯を予防することが必要で、大阪市内の就学児童の96％が虫歯に罹っていた。こ
のため、咀嚼ができなくて食べ物を飲み込んだりし、唾液で澱粉を糖分化して消化する第一歩がで
きず、そのような子どもは消化不良を起こし胃腸障害を発生し、死亡率が高くなっていると説明し
ていた。さらに、人間の口は、外界と常に交流しているため細菌が侵入しやすく、食物の残留物が
口の中に残っていると、適温、適湿の口の中で細菌が繁殖し、虫歯になり易いとも述べていた。ま
た、虫歯が結核などの原因となる臨床例も上げ、かつ、虫歯になると短気になり、推理力、判断力
が衰え学校に行くことが嫌になり不良少年になることもあるとし、このような医学的な理由から、
子どもたちの虫歯を治療する公立の歯科診療所の設立を提唱していた。
このため、先の談話記事を読んで一般読者は、公立の歯科診療所の設立の必要性を理解し、行政
機関に子どもに必要な児童保護施設の１つとして歯科診療所の開設を求める意識（権利）を触発し、
啓蒙した効果が理解できた。
（５）｢今年のコドモ愛護運動は画期的のものである｣の記事
４月15日（４頁）の大阪市民館長志賀支那人の｢今年のコドモ愛護運動は画期的のものである｣と
いう談話は、今回の大阪市でのこども愛護デーの活動の総括的な評価と展望および、今後の児童愛
護デーの運動の社会的な意義と役割について述べた私見で、次のようなものであった。
今年のコドモ愛護運動は劃期的のものである 軈て全社會を擧げて参加するのが至當
大阪市民館長 志賀支那人
こども愛護デーは、たゞ單なる宣傅の運動でなくして、何かを產み出す所の運動でありたいと、云ふ
のが私の最初からの希望であります。しかし一氣にそんなことが始められるものではないから、漸進
的に進む爲め、先づ手始めに、今年は「愛の暦」を賣出したのであります。此の「愛の暦」は將來區役
所にも委託して、出產のあつた家に贈る、と云ふやうな方法も執り、永久的に出産に對する注意を促し
且つこれが動機となつて大阪の乳小兒死亡率低下に對し、少しでも貢献したいのが、私衷心の希望に外
ならぬ。
元來此コドモ愛護運動なるものは、決して二日や三日で終るべき性質のものではないのです。これ
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を大にしては米國の如く、一箇年間もチルドレンスイヤーを設け全社會が参加する國もあるのです、其
他諸外國にしても、日本の如く二日ぐらゐで濟してゐる所はないコドモ愛護の運動が徹底的に行はるゝ
ことは、それ自身に於て、社會改造の根本的活動であると私は考へます。どうしてもコドモから始めて
行かねば、眞に社會改造運動なるものは行はれるものではないのです。
幸ひにして、今年四月大阪に於けるコドモ愛護の運動は、昨年と比較すれば、非常な隔たりを生じて
ゐる。先づ大阪時事新報主催の「コドモ愽覧會」、松坂屋の子供に關する話の□十合に於ける、乳兒に
關する展覧會などはその著しい一例である。従來は此運動が單にお役所、學校、教會の運動に過ぎなか
つたのが、一躍、實業方面にも進んだことは何と云ふ幸福であらう、また教會、學校のコドモ愛護に關
する、諸會合や、過日大阪時事が中央公會堂で封切した「さすらふ少女」の如く、コドモを中心にした
映畫の製作されることの多いのも、よい現象である。諸外國に比すれば前途尚遠しとも、今年の大阪の
コドモ愛護の運動は將さに、劃期的のものであると云ふことを、私は最も愉快に、あなたに語り得るの
であります。（談）
この志賀の談話は、こども（コドモ）愛護デーの運動が単なる宣伝の運動ではなく、何かを生み
出す運動でなければならないと述べ、その例として今回実施した「愛の暦」の販売は将来大阪市の
各区役所が出産する全ての家庭に配付し、永久的に出産に対する注意を促し、乳児死亡率の低下に
貢献する方向に進むために実施したとしていた。このため、行政機関に児童愛護の具体的で永続的
な普及活動を求める意図が理解できた。また、本年の大阪市内でのこども愛護デーの運動は、昨年
のそれと比べると大阪時事新報社のコドモ博覧会、松坂屋の子供に関する話、十合呉服店における
乳児に関する展覧会などが加わり、従来の役所、学校、教会による運動から実業界（大商業資本）
も参加した運動に拡大し、かつ、学校や教会でもコドモ愛護の諸会合や子ども中心の「さすらふ少
女」の映画製作と上映がなされるなどいろいろなよい現象が生れ、「将さに、劃期的」と評価してい
た。
そして、同愛護デーの運動は、２日や３日で終わるのではなく、米国などのように１年間を通し
て社会全体で実施する運動に持って行き、この運動を社会改造の根本的活動にしたいと主張し、児
童愛護デーの運動を社会改革運動の１つと位置付けたことに注目しなければならない。また、この
主張は、当初の活動計画の中の「⑪全国各都市の奮起を促し、同様の運動を実施するよう依頼する
こと」とリンクさせて考えると、全国各都市での同愛護デー運動の実施を奨励しながら、連携して
いこうとする意図も読み取れ、これはまさに本年の大阪市でのこども愛護デーを契機に全国的な組
織をつくり、児童愛護を旗印にして社会改革運動を目指すという認識が内包されていたと理解でき
た。
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３、乳児に関する展覧会とコドモデー等の実施
前述した志賀の指摘にもあったように、本年のこども愛護デーは、４月１日から27日まで大阪時
事新報社主催のコドモ博覧会が開催される中で実施し、さらに、４月15日から22日までの１週間は、
日本児童協会と清水高等女学校の後援を受け、十合呉服店で乳児に関する展覧会も開催されていた。
また、コドモ博覧会も後半に入ると、コドモ博覧会紀要の出版や４月22日にはコドモデーを開催す
るなど、こども愛護デーの開催と並行または、その前後に児童愛護に関係する各種の行事が実施さ
れた。そこで、まだ明らかにしていない行事の内容を解明し、こども愛護デーを含むこの時期に重
層的に開催された児童愛護関係の行事の後半の内容を明らかにしていくことにする。
まず、大阪市教育部では、４月７日から15日までの９日間、天王寺の市立博物館で欧米児童教育
資料展覧会を開催し、欧米の教科書、児童読物、図画、手工品などを、各学校の教師や生徒その他
一般市民に公開し、山桝儀重視学の講演も実施した。４月15日から十合呉服店４階で開催された乳
児に関する展覧会の内容を見ていくと、①京阪神の乳児に関係ある各病院や団体および専門家から、
乳児の死亡率を低減させるための「珍しい参考品」を始め、十合呉服店が今回の催しのために欧米
各国から集めた乳児用品など400余点が陳列された。また、欧米の乳児用品をそのまま真似たもの
や日本向けに改善したものも沢山出品され、乳児の養育に役立つ展覧会になっていた。
さらに、別室では、②大阪の女医団による乳児と産婦の無料診察を行うための乳児産婦相談所が
開設され、乳児哺育などの相談が実施された。また、③乳児衛生講演会も開催され、その講師は、
回生病院乳児科長の矢野雄医学博士、市立乳児院長の三野裕医学士、土肥衛薬学博士、原田達三医
学士、日本児童協会顧問の三田谷啓医学博士の５人であった。この他、④余興場では、童話、童謡
劇として御津幼稚園の童話劇、アカネ園の童話劇、竹保流尺八入の童謡会、菊田社中の童謡会や乳
児活動写真も上映された。このため、姙産婦や子どもを持つ親を含む一般市民に、乳児の養育に関
する教育的、保健衛生的、医学的な啓蒙および、主役である子どもの成長を理解する効果があった
とみる。
一方、後半のコドモ博覧会では、熱心な入場者から陳列品の内容を本にまとめて出版してほしい
という要望が大阪時事新報社に寄せられたため、その要望に応える意味でコドモ博覧会紀要『愛児
のために』を刊行した。その内容は、下記のような題名と著者などによる10数編の解説論文で、当
時の児童関係の権威者による従来の出版物にはない「平易で便利な各家庭必備の良書」として、４
月15日のこども愛護デーからコドモ博覧会の会場において1冊20銭で販売された。なお、離乳の方
法（三野乳児院長）、大阪の乳児死亡に就いて（大阪市立衛生試験所藤原博士）、コドモの栄養食（諏
訪博士）は、本稿の237頁から242頁と250頁から252頁で紹介した内容であったとみる。
コドモのお辨當（國立榮養研究所村井政善）◇不良少年と低能兒の話（鵜川富尾）◇離乳の方法（三野
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乳兒院長）◇乳兒脚氣に就いて（同上）◇大阪の乳兒死亡に就いて（大阪市立衛生試驗所藤原博士）◇
コドモの榮養食（諏訪博士）◇コドモに讀ませて良い本◇其他十數篇
（『大阪時事新報』４月15日、４頁）
さらに、大阪時事新報社は、今回のコドモ博覧会が「空前の好評を得て連日異常な盛況を呈し」、
教育家や児童問題研究家などより記念事業を起すことを要望されたため、コドモ博覧会紀要『愛児
のために』の出版に加えて大阪コドモ倶楽部を設立することにした。つまり、同博覧会中に一般市
民を喚起し、啓蒙した「コドモ愛護の精神」を一層徹底させるため、大阪府の井上学務課長と大阪
市の福十教育部長を顧問に迎え、相島勘次郎大阪時事新報社総務理事が会長となり、「善良な社交精
神を涵養し、上品な趣味性を育てゆくコドモの集団」にすることを目的に、大会や例会を開催し、
「コドモの生活を善き方面」に導く、新時代の「大コドモ集団」を創ることにしたのであった。
そして、大阪コドモ倶楽部の発会式は、４月22日日曜日午前10時から白木屋８階の同博覧会余興
場で開催された。また、当日は、大阪市内の全ての幼稚園と小学校の園児や児童をコドモ博覧会に
招待してコドモデーを催し、同倶楽部の発会式を祝った。さらに、４月20日の『大阪時事新報』に
は、白木屋の広告の中で22日コドモデーの開催が告知していた。
その他に、大阪商船会社が例年別府方面におとぎ船を出航させていたが、本年から愛児船と改称
し、医務係、童謡係、おとぎ係が乗船し、瀬戸内海の島々を巡り、赤ン坊審査会やこども大会を開
催する活動も実施した８）。この愛児船には、児童や関係者が乗船し、別府町や巌島町での児童愛護
デーと連携し、瀬戸内海に児童愛護デーのネットワークが誕生することになったという意味で注目
すべき活動であった。
そして、これらの各種行事も各新聞で次のように報道され、一般読者に児童愛護を宣伝、啓蒙し
た。『大阪朝日新聞』４月15日（３頁）広告「乳児に關する展覧會」と５月６日（欄外）「子供愛護
船」、『大阪毎日新聞』４月16日（７頁）「赤ちゃんのための展覧會」、『大阪時事新報』４月６日（４
頁）「欧米児童教育資料展覧会」、４月15日（６頁）「乳児に關する展覧會」、４月20日（２頁）「コド
モ博から生まれる大阪コドモクラブ」であった。また、５月８日（６頁）の『大阪時事新報』には、
魚住長兵衛商店他11商店が「コドモ愛護ノ必需品」という全面広告掲載し（図２）、児童愛護デーな
どの活動の余韻が続いていた。
おわりに
本稿では、1923年に実施した大阪市でのコドモ博覧会とこども愛護デー等の活動内容を解明し、
これらの活動を見学等で体験した子どもを持つ親を含む一般市民や、先の活動を新聞で読んだ一般
読者が、児童愛護に関するどのような内容の啓蒙を受けたかについての外形的な効果を分析した。
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それをまとめると次のようになる。
大阪時事新報社主催のコドモ博覧会では、白木屋で①子どもに関する最新の科学的な育児、栄養
食などに関する知識や具体例を展示し、子どもを持つ親を含む一般市民へ科学的な子育ての重要性
の啓蒙を図っていた。また、②子ども自身が直接植物や動物に触れながら体験的に学び、最新の運
動用具を使って遊べる空間を用意し、主役である子どもに体験的で、非日常的な文化的娯楽を提供
していた。そして、③愛国婦人会大阪支部による児童健康相談所では、無料で乳幼児の健康診断と
予防活動や育児指導を行い、④童謡童話大会などでは、子どもために健全で文化的、教育的な娯楽
を提供していた。⑤食堂では、子どもの健康の源である食事についての科学的な栄養基準に基づく
献立の提示と、その販売により栄養保健食の啓蒙と普及を図っていた。さらに、⑥コドモ大会では、
久留島武彦のお伽話講演と市内小学校児童の合唱などを開催し、子どもに健全で文化的、教育的な
娯楽の提供と親や一般市民に子どもの成長を直接啓蒙した。このため、子どもに関する最新の科学
的な育児、栄養や子どもの健全で文化的、教育的な娯楽の必要性と重要性を、子どもを持つ親を含
む多数の大阪市民に啓蒙し、1つの社会現象を起こす勢いとなり、子どもが大切な存在であるという
子ども中心主義（児童愛護）の考え（価値感）を啓蒙、普及する効果があったと理解できた。
そして、『大阪時事新報』の複数の記事から、「子どもを持つ親を含む多数の大阪市民」や一般読
者が受けた啓蒙（「最新の科学的な育児、栄養や子どもの健全で文化的、教育的な娯楽の必要性と重
要性」）の外形的な効果の内容が確認できた。その記事とは、①大阪市の乳児死亡率の現状とその病
名および当時の最新の母子保健や乳幼児死亡の改善方法を述べた記事、②子どもが食事を通して摂
取する必要な栄養素の内容と栄養保健食の献立や調理方法をまとめた記事、③米国の愛護ポスター
に書かれた日常生活における子どもの保健衛生の心得を紹介した記事である。
このうち、①の記事の中では、藤原博士の提案が重要で、当時の大阪市が直面した深刻な乳児死
亡率問題の解決策を、具体的かつ体系的にまとめた画期的な提案と理解できた。つまり、スラム地
区等の貧困家庭の出産前の衛生問題の改善から始まり、出産時の産院での保護と退院後の定期的な
健康診断の実施や牛乳の支給による栄養補給までを、国と市が責任を持って一貫して支援する体制
整備を提案したからであった。さらに、「強くて良い子」を出産するためには、健康な母親であるこ
とが重要であるとの認識を前提に、母性保護の重要性と母親への育児教育の必要性を訴え、かつ結
婚前の青年男女の血液検査の奨励まで言及していたからであった。このため、コドモ博覧会の来場
者や一般読者は、世界一の乳児死亡率問題を解決するためには、国及び市が責任を持って母性保護
から始まる一貫した支援体制の整備が重要であることなどを啓蒙されたと理解できたからであっ
た。そして、このような啓蒙の内容には、乳児の死亡率問題を通して、母親が健康な子どもを安全
に安心して産む権利や子どもが健康で安全に安心して生まれ育つ権利を、国および市が保障する意
図の萌芽が内包されていたと理解でき、来場者や一般読者に、先の２つの権利を保障することの必
要性と重要性を普及する先駆けになったと理解できたからである。
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次に②の記事は、諏訪博士、藤原博士、的場校長の共同研究をまとめた解説論文で、栄養保健食
の献立等の内容を科学的に分かりやすくまとめた内容であった。つまり、６歳から９歳、10歳と11
歳、13歳と14歳の男女に必要な栄養素であるたんぱく質（蛋白）、脂肪、炭水化物（含水炭素）の数
量とそのカロリーに関する基準を提示し、その後、６歳から９歳が摂取すべき各栄養素を含んだ朝
食、昼食、夕食の食材とその献立および調理法を述べ、科学的な根拠に基づく栄養素を含んだ栄養
保健食を作ることが子どもたちの健康を維持するために重要であることを深く印象付けていた。こ
のため、科学的根拠に基づく栄養素を含んだ食材をバランスよく使って献立を立て、子どもの健康
を保持する和洋折衷の家庭料理を提供することは、子どもの食育にとって重要であることを啓蒙す
る主張に通じ、今後食育権（子どもの健全な食生活を実現して健康を確保し、自らの食生活を学ぶ
権利）に発展する要素を含んだ内容と理解できた。
③の記事は、米国の愛護ポスターに紹介されていた、米国の子どもの日常生活における保健衛生
に関する分かりやすい心得（注意事項）のモデルであったため、この内容を読んだ親たちは、先進
国の保健衛生に関する心得（注意事項）を参考に、我が子の日常生活における保健衛生に関わるし
つけの内容を学び、少しでも近づく努力目標の１つになったと見ることができた。
一方、大阪児童愛護連盟のこども愛護デーの活動内容は、子どもを持つ親を含む一般市民に次の
ような宣伝と啓蒙を与えたと理解できた。①装飾を施した自動車隊はメディア的な宣伝活動で、②
船場小学校等での活動写真や講演会は教育的啓蒙で、④「愛のこよみ」10万部印刷と子どもなどに
よる販売は主役の子どもが参加した言葉による啓蒙であった。さらに、⑤「愛のマーク」20万個と
その販売は児童愛護の宣伝活動となり、⑩各新聞社に対して児童保護施設の開設等の必要性と今回
の運動の報道依頼は、マスメディアによる宣伝と啓蒙であった。また、⑫大阪市民館より派遣され
た活動写真撮影隊が、御津幼稚園の園児の遊戯を撮影し、こども愛護デーの当日に、映写機を乗せ
た自動車、スクリーンを備えた自動車、「オーケストラ」が分乗し自動車の３台で、市内の十字路を
巡り10分間ずつ上映した活動は、最新の映像というメディアによる視覚的な宣伝と啓蒙となり、⑬
モーターボート３艘の「美しい愛兒船」は児童愛護の宣伝活動の１つで、⑭大阪市内の各商店が新
聞に掲載した宣伝広告は、新聞というマスメディアを使ったこども愛護デーの宣伝と、商業資本の
社会貢献を印象付けたと理解できた。その他に、⑦寺院、教会での児童愛護の説教、⑧電車等の交
通機関への児童愛護のポスターの掲示と交通道徳の宣伝、⑨興業関係者への児童愛護に関係する演
劇、映画などの上演（上映）依頼による活動も実施したとみられ、こども愛護デーのムードの盛り
上げに役立ったとみる。このため、こども愛護デーでは、14の活動がほぼ実施され、これらの活動
は子どもを愛し、敬して、強く育てるという児童愛護の精神を、映像などのメディア戦略等を交え
ながら、商業資本などの協力を得て一般市民に宣伝し、講演会や新聞報道他により教育的な啓蒙の
実施や児童保護施設の開設等の要望もなされ、コドモ博覧会の開催とあいまって、子どもを持つ親
を含む一般市民を巻き込むような啓蒙運動になったと理解できた。
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そして、「子どもを持つ親を含む一般市民を巻き込むような啓蒙運動」の内容が、どのようなもの
であったかを知り得る新聞記事も複数確認できたので、その啓蒙の外形的な効果の内容を要約する
と次のようであった。
「教育的な啓蒙」に関する記事としては、児童愛護大講演会での大阪市立乳児院長三野裕の講演
内容に関係する㋐同院長の「離乳の時期に就いて」という解説論文であった。これに関連する記事
として㋑「童話をする心得と子供の好きな物語｣があった。さらに、「児童保護施設の開設等の要望」
に関する記事は、㋒大屋霊城の「コドモの遊園には第一に『小鳥の巣』と樹上の見晴し臺が必要」
と題する談話と㋓岩田嘉一郎医師の談話「コドモ愛護デーと歯科診療所設立の提唱」であった。ま
た、今回のこども愛護デーの啓蒙運動の意義を述べた記事としては、㋔大阪市民館長志賀支那人の
｢今年のコドモ愛護運動は画期的なものである｣があり、これらの記事の内容分析から、今回のこど
も愛護デーの活動における啓蒙内容の外形的な効果を明らかにできた。
三野裕院長の「離乳の時期に就いて」は、出産後の乳児を母乳で育てていくうえで最も重要な授
乳時間とその回数や離乳期の離乳方法を、当時の医学的知見を基に一定の基準（原則）を示しなが
ら、乳児を持つ母親や出産を控える妊産婦等に、具体的に分かり易く説明した記事であった。特に、
離乳期の育児方法については、離乳時期が遅れた場合の乳児への影響から始まり、実際の離乳方法
とこの時期の夏期の育児上の注意、乳母の選び方、牛乳の見分け方までをまとめていた。このため、
先の内容についての説明を聞いた（もしくは読んだ）親たちは、離乳期の育児に関する医学的な根
拠などとそれに基づく最新の実践的な育児法などを学ぶことができたと理解できた。
「童話をする心得と子供の好きな物語｣は、「教育的な啓蒙」に関する提案の１つと言え、今回の
こども愛護デーの主役である子どもに、童話を話す（書く）時の基本的な心得や子どもの好きな童
話の選び方を体系的にまとめ、童話の教育的、文化的意義を一般読者に分かり易く啓蒙するような
記事になっていた。このため、この記事を読んだ一般読者に、童話が単なる娯楽ではなく、子ども
に創造力と希望を与える教育的、文化的な娯楽（児童文化）であることを気付かせる啓蒙の効果が
あると理解できた。
「コドモの遊園には第一に『小鳥の巣』と樹上の見晴し臺が必要」と題する大屋霊城の談話は、
「児童保護施設の開設等の要望」を報道した新聞記事で、この記事では米国の小公園やコドモ遊園を
大阪のような「密集都市」に整備することを訴え、かつ、子どもたちが野外で自然に触れながら遊
ぶ環境づくりの重要性を主張した内容であった。当時の大阪市が工業都市に発展する一方で、スラ
ム地区問題が発生するなど、建物が密集し子どもが安心して自由に遊べる広い遊び場がなくなり、
そのような背景の中で先のような提案がなされたと理解でき、その意味でこの提案には子どもが自
由に遊ぶ権利を保障する空間の設置を啓蒙する要素が含まれていたことが理解できた。
岩田嘉一郎医師の談話「コドモ愛護デーと歯科診療所設立の提唱」は、やはり「児童保護施設の
開設等の要望」を提唱した記事と理解できた。その内容は、三大文明病の１つである虫歯を予防す
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ることが必要で、大阪市内の就学児童の96％が虫歯に罹っていて、咀嚼ができず食べ物を飲み込み、
唾液で澱粉を糖分化して消化する第一歩ができず、そのような子どもは消化不良を起こし胃腸障害
を発生し、死亡率が高くなっているので、子どもの虫歯治療のため公立の歯科診療所の設立を提唱
したのであった。このため、先の談話記事を読んで一般読者は、行政機関に子どもに必要な児童保
護施設の１つとして公立の歯科診療所の開設を求める意識（権利）を触発し、啓蒙した効果が理解
できた。
大阪市民館長志賀支那人の｢今年のコドモ愛護運動は画期的のものである｣という談話は、今回の
大阪市でのこども愛護デーの活動の総括的な評価と展望および、今後の児童愛護デーの運動の社会
的な意義と役割について述べた私見であった。
この志賀の談話は、コドモ愛護デーの運動が単なる宣伝の運動ではなく、何かを生み出す運動で
なければならないと述べ、また本年の大阪市内でのこども愛護デーの運動は、大阪時事新報社のコ
ドモ博覧会など、従来の役所、学校、教会による運動から実業界（大商業資本）も参加した運動に
拡大するなど、いろいろなよい現象が生れ画期的な運動と評価していた。そして、同愛護デーの運
動は、今後米国などのように１年間を通して社会全体で実施する運動に持って行き、社会改造の根
本的活動にしたいと主張し、児童愛護デーの運動を社会改革運動の１つと位置付けた。また、この
主張は、「⑪全国各都市の奮起を促し、同様の運動を実施するよう依頼すること」とリンクさせて考
えると、全国各都市での同愛護デーの運動を奨励しながら連携して全国的な組織をつくり、児童愛
護を旗印にして社会改革運動を目指すという認識が内包されていたとも理解できた。
＜註＞
１）拙筆「大正期に実施された児童愛護デーの全国的運動の実態」『地域社会福祉史研究』第７号、
2017年３月、地域社会福祉史研究会連絡協議会、７頁から92頁。
２）こども愛護デーの名称は、各新聞記事によって、こども愛護デー、児童愛護デー、コドモ愛護
デーなどと記載されていた。このうち、1923年４月15日の『大阪毎日新聞』（２頁）に掲載された
写真に、御津幼稚園の園児が「こども愛護デー」と書かれた縦長のポスターを持った映像があり、
この写真を根拠に、本稿では名称をこども愛護デーに統一する。
３）地元新聞社の記事とは、大阪時事新報社、大阪朝日新聞社、大阪毎日新聞社の新聞記事で、本
稿で引用もしくは参照した記事は、本文中に各新聞社別に記事や写真の見出し（説明文）、日付、
掲載頁を記載するので、個別の註は省略する。ただし、本文中に記載してない新聞記事や文献か
らの引用、参照したものは註に記すことにする。
４）食育とは、2005年６月の「食育基本法」の中で示された、「幼児期からの健全な食生活を実践す
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ることにより、心身の健全な育成を図ることを目的」（百瀬ユカリ他編『厳選保育用語集』2007年
７月、182頁）とするという意味と理解した。
５）「『コドモ シンブン』は今日産聲を揚げた」『大阪時事新報』、1922（大正11）年９月９日、２
頁。
６）１）の20頁から33頁、40頁から46頁。
７）１）の26頁、27頁、43頁。
８）阪田桝造「廣島の運動に使ひして」（51頁から53頁）と「コドモ愛護船宮島に入港」（写真）は
『コドモ愛護』第12号、1923年８月号。堀田穣「『子供の世紀』と児童愛護連盟」『都市福祉のパイ
オニア志賀志那人思想と実践』、和泉書院、2006年11月、125頁から130頁。
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